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第１回下野市菊花展第１回下野市菊花展 下野市消防団通常点検



11
月
1
日
、
平
成
27
年
度
下
野
市
消
防
団
通
常
点
検

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
分
寺
運
動
公
園
で
実
施
さ
れ
た
通
常
点
検
で
は
、

大
塚　

洋
団
長
の
指
揮
に
よ
り
、
服
装
点
検
・
機
械
器

具
点
検
・
ポ
ン
プ
操
法
点
検
が
行
わ
れ
、
火
災
等
に
対

す
る
備
え
が
万
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

点
検
終
了
後
に
は
団
員
が
分
列
行
進
を
行
い
、
愛
泉

幼
稚
園
の
鼓
笛
隊
・
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
・
石
橋
消
防
署

車
両
も
参
加
し
、ひ
と
き
わ
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

６
万
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
ま
す

下
野
市
消
防
団
通
常
点
検

■栃木県知事表彰
　◆模範消防団員　　青柳　昌幸

■栃木県消防協会長表彰
　◆勤続章（35年）　岡本　忠士
　◆勤続章（25年）　栗原　信夫
　◆勤続章（20年）　上野　賢治　他2名
　◆勤続章（15年）　小平　英樹　他3名
　◆勤続章（10年）　金子　博行　他13名

■栃木県消防協会下都賀支部長表彰
　◆功績章（8年）   瀬端　宏征　他22名
　◆勤続章（5年）   大島　勝幸　他39名

■石橋地区消防団連絡協議会長表彰
　◆優良部　第１分団第１部

■下野市長表彰
　◆退職団員表彰状
　海老原直久　松下　新一　上野　　登
　大橋　正人　渡辺　敏史　小林　宣孔
　大山　栄幸　舘　　博之　野澤　剛士
　高﨑　泰司　直井　一浩　鈴木　知栄
　吉田　　充　橋本　　剛　保澤　克之
　熊倉　康幸　稲葉　　豊

■下野市消防団長表彰
　◆優良部　第４分団第１部
　　　　　　第８分団第１部

点検者による機械器具点検

消防団員による分列行進

点検者による機械器具点検

下
野
市
消
防
団

第
10
回
消
防
操
法
競
技
会

　

10
月
18
日
、
下
野
市
消
防
団
の
第
10
回
消
防

操
法
競
技
会
が
国
分
寺
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、

第
１
分
団
第
１
部
が
見
事
総
合
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。 

　

競
技
会
に
は
市
内
8
分
団
か
ら
全
22
部
（
ポ

ン
プ
車
22
台
）
が
出
場
し
、
日
頃
か
ら
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
消
火
作
業
の
迅
速
正

確
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
合
優
勝　

 

第
１
分
団
第
１
部
（
下
原
・
西

区
・
一
丁
目
・
二
丁
目
・
三
丁

目
・
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
地
区
）

■
準
優
勝　
　

 

第
３
分
団
第
３
部
（
本
吉
田

北
・
本
吉
田
南
・
磯
部
）

■
第
３
位　
　

 

第
６
分
団
第
２
部
（
上
古
山
・

上
原
・
若
林
）

■
敢
闘
賞　
　

 

第
５
分
団
第
１
部
（
上
大
領
・

中
大
領
・
下
大
領
・
東
前
原
・
下

石
橋
・
富
士
見
町
・
入
の
谷
）競技会の様子

第１分団
第１部
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

天
平
マ
ラ
ソ
ン
の
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
は
誰
？

問
１

　

こ
の
時
季
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
、

暖
房
器
具
や
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が

増
え
る
こ
と
か
ら
、
火
災
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
は
休
日
が
多
く
、

外
出
な
ど
で
家
を
空
け
た
り
、
事
業
所

も
無
人
に
な
り
が
ち
で
す
。
か
け
が
え
の

な
い
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
お

出
か
け
前
や
お
休
み
前
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災

の
な
い
年
末
年
始
を
過
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
こ
と
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

● 

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
。

●
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

● 

電
気
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
時
々
掃

除
す
る
。

● 

暖
房
器
具
は
点
検
を
し
て
か
ら
使
用

す
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
な
い
。

● 

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な

い
。

● 

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
消
し
て
か
ら

給
油
す
る
。

●
野
焼
き
な
ど
は
避
け
る
。

あなたのチカラと「このまちが好き」「このまちを守りたい」

という思いを、地域の防災のため消防団活動で

発揮してみませんか？

下
野
市
消
防
団
員
募
集

下
野
市
消
防
団
員
募
集

募　集 団員の主な活動
　下野市消防団では、新たに消防団員
を募集します。
　また、下野市消防団では女性部を組
織しており、同時に女性消防団員も募
集しています。
　18歳以上の健康な方でボランティア
精神溢れる方、市内に居住または勤務
する方ならどなたでも入団できます。

■災害時における消火、救助活動

■警戒時における巡回活動

■消防団点検行事への参加

■防災訓練や各種訓練への参加

■ポンプ操法競技会への参加

■消防団研修への参加

■防火啓発活動　　など

女性団員の主な活動
■応急手当の知識の習得と指導

■ 防災訓練・各種訓練式典への参加

■防火啓発活動

■防火防災に関する研修の受講

■ 警戒時における広報活動・後方支援

■火災現場での後方支援

■消防団のPR活動

■ 消火器や消火栓の取り扱い訓練の実

施　など

待遇は？
　消防団に入団すると、特別職の地方
公務員となり、年額の報酬と火災現場
や各種訓練に出動した際の出動手当が
支給されます。
　また、活動中のケガなどに対する補
償もあり、安心して活動できます。

問い合わせ先
安全安心課
☎ 40-5555

このまちが好き！

年
末
年
始
の

火
災
予
防
に
つ
い
て
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
千
葉
真
子
さ
ん
（
世
界
陸
上
１
０
’０
０
０
ｍ
 や
マ
ラ
ソ
ン
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
）

を
掲
載
し
、
本
市
の
強
み
と
弱
み

か
ら
目
標
と
す
る
理
想
的
な
姿

を
導
き
出
し
、「
と
も
に
築
き　

未
来
へ
つ
な
ぐ　

幸
せ
実
感
都

市
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
10
年

後
の
幸
福
度
の
指
標
を
設
定
し

ま
し
た
。

　

前
期
基
本
計
画
（
案
）
で
は
、

将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
６
つ
の

基
本
目
標
に
加
え
、
各
施
策
の

相
乗
効
果
を
図
る
た
め
、
３
つ
の

し
も
つ
け
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
定
し
、
施
策
体
系
の
枠
組
み

を
越
え
、
横
断
的
か
つ
総
合
的
に

推
進
し
、
重
点
的
・
戦
略
的
な

展
開
を
図
る
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

平
成
27
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
「
下
野
市
総
合
計
画
」
に

基
づ
き
、
各
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度
末

で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、「
第
二
次
下
野
市

総
合
計
画
基
本
構
想
（
平
成
28

年
度
〜
平
成
37
年
度
）」、
及
び

「
前
期
基
本
計
画
（
平
成
28
年
度

〜
平
成
32
年
度
）」
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

第
二
次
下
野
市
総
合
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
平
成

26
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
「
市

民
意
識
調
査
」、「
中
学
生
・
高
校

生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
や
、

「
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

「
市
民
懇
談
会
」、「
関
係
団
体
懇

談
会
」
の
提
案
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
平
成
27
年
度
に
は
総
合

計
画
審
議
会
に
お
い
て
8
回
に
わ

た
る
審
議
を
重
ね
、
11
月
5
日

に
審
議
会
の
会
長
か
ら
答
申
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
（
案
）
で
は
、
策

定
の
趣
旨
や
基
本
的
な
考
え
方

第
二
次
下
野
市
総
合
計
画

基
本
構
想（
案
）・
前
期
基
本
計
画（
案
）を
策
定
し
ま
し
た

市
民
説
明
会
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

■
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
「
第
二
次
下
野
市
総
合
計
画

基
本
構
想
（
案
）・
前
期
基
本

計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
様
に
内
容
を
お
知
ら
せ

す
る
た
め
に
、
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
12
日
㈯

　

午
後
1
時
30
分
〜

　
（
2
時
間
程
度
）

●
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

　

会
議
室

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

　

こ
の
度
、
第
二
次
下
野
市
総

合
計
画
基
本
構
想
（
案
）・
前

期
基
本
計
画
（
案
）
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
公
表
す
る
資
料 

　

第
二
次
下
野
市
総
合
計
画
基

本
構
想
（
案
）

　

第
二
次
下
野
市
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
（
案
） 

●
資
料
の
閲
覧
場
所 

　
（
１
）
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
（
２
）
文
書
閲
覧 

①
総
合
政
策
課

　
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
） 

②
石
橋
庁
舎
相
談
室

　
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

③
市
民
課
窓
口

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

※ 

閲
覧
時
間
は
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
祝
日
を
除
く
）

●
意
見
の
募
集
期
間 

　

12
月
1
日（
火
）〜
28
日（
月
） 

※ 

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
、
直
接
持
参
の
い
ず
れ
の

場
合
も
午
後
5
時
15
分
ま
で 

（
必
着
）

●
意
見
の
提
出
方
法 

　

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

① 

郵
送

② 

（
40
）５
５
７
２

③ 

電
子
メ
ー
ル

④ 

直
接
持
参  

総
合
政
策
課

　

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
く
際
に
は
、
氏
名
（
※
）、

住
所
（
※
）、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

 （
※
は
必
須
で
、
こ
れ
ら
の
明

記
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。） 

■
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９-

０
４
９
２

　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

　

  
sougouseisaku@

city.
shim

otsuke.lg.jp

中村会長から答申を受ける広瀬市長

総合計画審議会の様子
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

下野市民生委員児童委員の
5名が受賞

「中学生の一日人権擁護委員」
活動が行われました

小山地区医師会主催
市民公開講座が開催されました

とちぎ食育推進大会で優秀賞

10月25日、保健福祉センターきらら館にて小山地
区医師会主催による市民公開講座が開催されました。
講演では、自治医大ステーション・ブレインクリ
ニック藤本健一先生から「しあわせになれる認知症
のみかた」と題して、認知症の仕組み、介護者の対
応など分かりやすく説明いただき、多くの市民の皆
さんが熱心に耳を傾けていました。
今後も「安心して暮らせる健康で明るいまちづく

り」を目標に、市
民の皆様や関係機
関・団体、行政が
一体となって健康
づくりに取り組み
ます。

第25回栃木県民生委員児童委員大会が10月23日、
宇都宮市文化会館にて行われ、民生委員児童委員の
軽部益子さん（石橋地区）、大橋カツさん、太田文
子さん、本橋久子さん（国分寺地区）、佐藤善行さ
ん（南河内地区）の５名が栃木県民生委員児童委員
協議会会長表彰を受賞されました。受賞された方々
は、長年にわたり
地域住民の立場
に立って相談・援
助を行い、社会福
祉の増進に尽力
されています。

10月3日、下野市スポーツ交流館において、「中学
生の一日人権擁護委員」活動が行われました。
次代を担う中学生に人権意識を高めてもらうこと
を目的に宇都宮地方法務局・栃木人権擁護委員協議
会の主催により、下野市、壬生町の中学生14名が「一
日人権擁護委員」
を委嘱され、人権
問題についての意
見発表会、また啓
発活動に参加し、
地域の人権意識の
高揚のため活動し
ました。

食育推進啓発事業と
して実施された、とち
ぎ食育推進大会2015に
おいて、食習慣の改善
や食への感謝の心や食
文化を大切にする心の
の育成を目的とした絵
画・ポスターコンクー
ルで、祇園小学校１年
の森下岳飛さんがみご
と優秀賞に輝きました。
食べ物への感謝の心を
忘れず、これからもが
んばってください。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

南
河
内
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会
の
総
走
行
距
離
は
何
キ
ロ
？　

①
21
．05
キ
ロ　

②
42
．１
９
５
キ
ロ　

③
１
０
０
キ
ロ

問
2

吉開マサヱさん（大正4年10月生）が百歳を迎えられ、
市長から祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
吉開さんは、昔、琴や書道、お茶を習っていたそう

です。また、海外も含め92歳まで旅行を楽しまれまし
た。食事も1日3
回いただき、毎
日規則正しい生
活を送られてい
ます。
いつまでもお
元気でお過ごし
ください。

髙橋ミヨさん（大正4年10月生）が百歳を迎えられ、
市長から祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
髙橋さんは、昔、結城紬を織られたり教えたりして

いました。食事は好き嫌いなく、特に魚と肉が好きで、
おいしくいただけ
るそうです。また、
鼻歌も歌われ、楽
しく過ごされてい
ます。
いつまでもお元
気でお過ごしくだ
さい。

百歳おめでとうございます

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.12
5



平成27年度上半期の財政状況
　市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、
また、市の財産や借入金の状況がどのようになっているかを、年２回に分けて公表しています。
　今回は、平成27年度上半期（4月１日から9月30日まで）の財政状況についてお知らせします。

【歳　入】　予算総額２９３億４４１万円　収入済額１２０億７，６２１万円（収入率４１．２％）

【歳　出】　予算総額２９３億４４１万円　支出済額１０２億５，２８２万円（執行率３５．０％）

市  税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。

議  会  費 議員報酬や市議会運営のための
経費です。

総  務  費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税
金の徴収などの経費です。

民  生  費 障がいのある方や高齢者の方に対する
福祉の充実、子育て支援などの経費です。

衛  生  費 感染症予防、健康増進、環境保
全、清掃費などの経費です。

農林水産業費 農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。

商  工  費 商工業や観光の振興などの経費
です。

土  木  費 道路、河川、公園などの整備や
維持管理のための経費です。

消  防  費 消防や火災予防などの災害対策
のための経費です。

教  育  費 学校教育・生涯学習の充実、文化・
スポーツ振興などの経費です。

公  債  費 市債の元金・利子を支払うため
の経費です。

そ  の  他 労働費、災害復旧費、予備費
などです。

譲与税・交付金
地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。

地 方 交 付 税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

国 庫 支 出 国からの負担金や補助金などです。

県 支 出 金 県からの負担金や補助金などで
す。

繰  入  金 基金の取り崩しなどです。

繰  越  金 前年度で生じた決算剰余金を翌年
度の歳入に繰り越したものです。

市  債 政府・金融機構・銀行などから
調達する長期的な借入金です。

そ  の  他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。

56億6,328万円56億6,328万円
90億 万円90億7,200万円

（62.4%）

11億7,074万円
7億8,557万円 （67.1%）

35億3,482万円
26億2,952万円 （74.4%）

30億6,515万円
10億7,106万円 （34.9%）

16億9,270万円
2億2,444万円 （13.3%）

7億6,621万円
848万円 （1.1%）

13億9,056万円
13億9,056万円 （100.0%）

74億7,350万円
0万円 （0.0%）

11億3,873万円
3億　330万円 （26.6%）

2億1,716万円
1億1,546万円 （53.2%）

76億   　20万円
20億5,055万円 （27.0%）

73億2,985万円
28億2,589万円 （38.6%）

15億9,531万円
5億2,860万円 （33.1%）

12億6,346万円
4億2,538万円 （33.7%）

8億1,638万円
6億1,235万円 （75.0%）

30億3,533万円
9億2,354万円 （30.4%）

9億7,734万円
4億1,309万円 （42.3%）

35億5,136万円
11億8,473万円 （33.4%）

27億8,087万円
11億7,297万円 （42.2%）

1億3,715万円
26万円 （0.2%）

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

予 算 現 額
支 出 済 額

●一般会計予算執行状況●
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●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住基人口 ６０，２１５人　世帯数 ２２，８７９世帯　（H27.9.30現在）

●地方債の残高●　（H26年度末） ●市有財産の現在高●　（H26年度末）

歳 入 歳 出

国民健康保険

予 算 現 額
支 出 済 額

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険
（保険事業勘定）

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

石橋駅周辺土地
区画整理事業

仁良川地区土地
区画整理事業

水 道 事 業
(収益 )

水 道 事 業
(資本 )

63億3,040万円63億3,040万円
27億5,988万円27億5,988万円 （43.6％）

4億9,693万円
2億1,261万円 （42.8％）

36億　539万円
14億3,186万円 （39.7％）

424万円
169万円 （39.8％）

17億6,116万円
4億5,842万円 （26.0％）

4億2,478万円
1億7,385万円 （40.9％）

2,053万円
142万円 （6.9％）

7億2,001万円
2億　839万円 （28.9％）

9億2,512万円
1億6,923万円 （18.3％）

6億4,218万円
9,619万円

63億3,040万円63億3,040万円
30億8,393万円30億8,393万円

4億9,693万円
2億2,858万円

36億　539万円
15億8,132万円

424万円
230万円

17億6,116万円
6億5,768万円

4億2,478万円
2億3,267万円

2,053万円
1,949万円

7億2,001万円
4億2,832万円

10億3,495万円
4億1,954万円

1億5,200万円
0万円 （15.0％）

（48.7％）（48.7％）

（46.0％）

（43.9％）

（54.4％）

（37.3％）

（54.8％）

（94.9％）

（59.5％）

（40.5％）

（0.0％）

科　　目 収入状況 市民の負担状況
1人あたり 1世帯あたり

９万2,778円
12万8,416円

4,206円
9,527円

１万6,038円
25万　965円

164万8,617㎡
18万9,098㎡
183万7,715㎡
17万8,498㎡

３万4,769円
４万8,125円
1,576円
3,571円
6,010円

９万4,051円

20億9,363万円
28億9,784万円

9,492万円
２億1,499万円
３億6,190万円
56億6,328万円

区　　　　　分 内　　　訳

土　地
行 政 財 産
普 通 財 産

計
建　物 行 政 財 産

問い合わせ先 財政課　☎（40）5552

地域づくり事業推進基金
4億4,848万円
地域づくり事業推進基金
4億4,848万円

公共施設整備基金
5億4,743万円

公共施設整備基金
5億4,743万円

高額療養費資金貸付基金

財政調整基金財政調整基金
25億1,316万円25億1,316万円

庁舎等整備基金庁舎等整備基金
15億6,319万円15億6,319万円

地域福祉基金
4億3,982万円

保健福祉施設整備基金
4億4,834万円

グリーン保存育成基金
586万円

国民健康保険国民健康保険
財政調整基金財政調整基金
5億4,672万円5億4,672万円

減債基金減債基金
32億2,183万円32億2,183万円

土地開発基金
6億7,929万円

3億1,421万円1,000万円石橋駅周辺土地区画整理事業
403万円

仁良川地区土地区画整理事業
735万円

農業集落排水事業
26億5,022万円
農業集落排水事業
26億5,022万円

道の駅しもつけ基金
5,139万円

東日本大震災復興基金
486万円

介護給付費準備基金

一般旅券印紙等購買基金
300万円

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
都 市 計 画 税
合 計

321億8,263万円
公共下水道事業
72億2,009万円
公共下水道事業
72億2,009万円

一般会計
197億3,848万円
一般会計
197億3,848万円

25億6,246万円25億6,246万円
水道事業水道事業

地方債残高

地域振興基金地域振興基金
15億7,744万円15億7,744万円

基金
123億7,502万円

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

グ
リ
ム
の
森
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
電
球
の
数
は
い
く
つ
？　

①
３
千
個　

②
３
万
個　

③
30
万
個

問
3

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.12
7



年末年始のお知らせ

年末年始の
市役所業務等のご案内

■主な施設等について
道の駅しもつけ 1月1日㈮～1月3日㈰
きらら館（トレーニング） 12月29日㈫～1月3日㈰
ゆうゆう館（温浴施設） 12月28日㈪～1月1日㈮
ふれあい館（温浴施設） 12月28日㈪～1月4日㈪
児童館 12月29日㈫～1月3日㈰
公民館 12月28日㈪～1月4日㈪
南河内図書館 12月28日㈪～1月4日㈪
石橋図書館 12月30日㈬～1月3日㈰
国分寺図書館 12月30日㈬～1月4日㈪
生涯学習情報センター 12月29日㈫～1月3日㈰
スポーツ施設 12月29日㈫～1月3日㈰
グリムの館（※） 12月28日㈪～1月5日㈫
下野薬師寺歴史館 12月28日㈪～1月4日㈪
しもつけ風土記の丘資料館 12月28日㈪～1月4日㈪
オアシスポッポ館 12月28日㈪～1月5日㈫
駐輪場 1月1日㈮
農村環境改善センター 12月29日㈫～1月3日㈰
消費生活センター 12月29日㈫～1月3日㈰
シルバー人材センター 12月29日㈫～1月3日㈰
社会福祉協議会 12月29日㈫～1月3日㈰
デマンドバス「おでかけ号」 12月30日㈬～1月3日㈰
※ グリムの館：12月28日石川ひとみコンサート時は、午後
3時～午後9時開館。イルミネーション期間中は、午後4
時30分～午後9時開館。

年末年始の市役所等の業務は、以下のとおり閉庁（お
休み）となりますのでご不便をおかけしますが、よ
ろしくお願いいたします。

■市役所 
　12月29日㈫～１月3日㈰
■戸籍届出について
上記期間中でも、死亡届、出生届、婚姻届などの戸
籍届書は以下の施設で受付します（届書の内容によ
っては、平日再度、ご来庁いただく場合がございま
すが、ご了承願います）。
　・午前８時30分～午後５時　国分寺庁舎
　・その他の時間帯　石橋消防署（死亡届は除く）
■自動交付機について
※自動交付機（住民票・印鑑登録証明書・所得証明
書）はご利用いただけます（ご利用には「下野市民
カード」、「南河内町民カード」または「住民基本台
帳カード（利用登録済みのもの）」が必要です）。
　・午前８時30 分～午後５時　国分寺庁舎
　（なお、コンビニ交付は12月29日㈪～1月3日㈯の
期間中ご利用いただけませんので、ご注意ください。）

年末年始の
ごみ収集について

　ごみステーションの収集はごみ量が増えるため、遅くなることがあります。
　また、直接搬入は下記のとおり可能ですが、特に年末は混雑状況により、
１～２時間程度お待ちいただくことがありますので、行政カレンダーをご確認
のうえ、早めにごみステーションに出されるようお願いします。

直
接
搬
入

国分寺・南河内地区ごみ 石橋地区ごみ
中央清掃センター 北部清掃センター（生ごみ） クリーンパーク茂原

☎24－3194
年末は12月30日㈬まで
年始は1月4日㈪から
午前8時30分～ 11時30分
午後1時～ 4時30分

☎44－2226
年末は12月30日㈬まで
年始は1月4日㈪から
午前8時30分～ 11時30分
午後1時～ 4時30分

☎028－654－0018
年末は12月29日㈫まで
年始は1月4日㈪から
午前8時30分～正午
午後1時～ 4時30分

年末年始の
水道当番について

日 曜日 当　　番　　店
29日 火 三栄興業㈱ ☎52-0631 保坂工務店㈱ ☎48-2224
30日 水 ㈱園部建設 ☎44-4523 岡本建設㈱ ☎44-0231
31日 木 ㈱前商 ☎51-1000 ㈲佐藤電気 ☎44-1250
1日 金 渡邉総設㈱ ☎53-1102 ㈱須藤興業 ☎48-1376
2日 土 ㈲秋山建設 ☎48-5572 ㈲藤沼建設 ☎48-1398
3日 日 舘野興業㈱ ☎48-1802 吉栄工業 ☎44-1309

年末年始の漏水等水道に関す
る修理のお問い合わせは、右
記の日程により各当番店へご
連絡ください。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
③　

去
年
の
25
万
個
か
ら
５
万
個
増
え
ま
し
た
。
お
楽
し
み
に
！

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.12
8



年末年始のお知らせ

■救急告示医療機関当番
50ページの一次救急医療機関情報
でご確認ください。
■インターネットで検索できます
夜間・休日の当番医を県内各地域ご
とに検索できる栃木県のサービスで
す。
▼休日・夜間当番医案内
　（とちぎ医療情報ネット）
http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/

ap/qq/sho/pwtobansr01.aspx

■小山地区夜間休日急患診療所　
　小山市若木町1-1-5
　新小山市民病院内
　１階外来北西部　
　☎23－6832

■休日急患歯科診療所
　小山市中央町2-2-21
　小山市保健福祉センター内
　１階
　☎23－6854

年末年始に病気やけが等で困ったときは、夜間休日急患診療所をご
利用ください。※保険証をご持参ください。

診療時間
小山地区夜間休日急患診療所 休日急患歯科診療所

12月26日㈯　 午後7時～午後10時 休業

12月27日㈰　
午前10時～ 12時
午後1時～ 5時
午後6時～ 9時

午後10時～ 12時
午後1時～ 4時

12月28日㈪～
12月30日㈬　 午後7時～ 10時 休業

12月31日㈭～
１月３日㈰　

午前10時～ 12時
午後1時～ 5時
午後6時～ 9時

午後10時～ 12時
午後1時～ 4時

■飲酒運転は絶対に「しない！」「させない！」 
　強い意志で飲酒運転を根絶しよう

年末年始は忘年会や新年会などでお酒を飲む機会が
多くなる時期です。飲酒運転は重大事故に直結する
悪質・危険な犯罪です。一人一人が飲酒運転を絶対
に「しない！」「させない！」という強い意志をも
って、飲酒運転を根絶しましょう。

■飲酒運転に対する行政処分が大幅に強化

飲酒運転を根絶するため、平成21年6月1日に施行
された改正道路交通法等により、飲酒運転に対する
行政処分が大幅に強化されました。
酒酔い運転等の悪質・危険な違反行為をして、免許
取消しになってから再度の免許を受けることができ
ない欠格期間の上限は、５年から10年に引き上げら
れました。酒酔い運転をして死亡事故を引き起こし
た場合は欠格期間が７年、さらに、ひき逃げをした
場合は欠格期間が10年となります。

また、飲酒運転に対する違反点数も引き上げられ、
酒酔い運転をした場合は「35点」で初回で免許取
消し（欠格期間３年）となります。酒気帯び運転の
場合は、呼気1リットル当たりのアルコール濃度が
0.15ミリグラム以上0.25ミリグラム未満では、違反
点数が「13点」で90日間の免許停止。呼気1リット
ル当たりのアルコール濃度が0.25ミリグラム以上で
は違反点数が「25点」で初回で免許取消し（欠格期
間２年）となります。（いずれも前歴やその他累積
点数がない場合）

■運転者はもちろん、その周りの人にも厳しい 
刑罰が科せられます

飲酒運転をした場合には、運転者本人はもちろん、
その車両に同乗した人や車両を提供した人、お酒を
提供した人にも、厳しい刑罰が科せられます。
酒酔い運転の場合、車両の提供者には「５年以下
の懲役または100万円以下の罰金」が科せられます。
また、酒類を提供した人や車両の同乗者にも「３年以
下の懲役または50万円以下の罰金」が科せられます。

酒酔い運転・酒気帯び運転に対する罰則

酒酔い運転 酒気帯び運転

運転者本人
５年以下の懲役
または100万円
以下の罰金

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

車両の提供者
５年以下の懲役
または100万円
以下の罰金

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

酒類の提供者・
車両の同乗者

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

２年以下の懲役
または30万円以
下の罰金

年末年始の
急患について

年末年始の
交通安全

　年末の交通安全
県民総ぐるみ運動　

・期　間　12月11日㈮～31日㈭の21日間
・スローガン
　「マナーアップ！あなたが主役です」

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
の
新
庁
舎
は
何
駅
の
近
く
で
し
ょ
う
？　

①
小
金
井
駅　

②
自
治
医
大
駅　

③
石
橋
駅

問
4

Shimotsuke
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利用料金の例
①平日の午前７時から午後７時まで：１時間あたり７００円
②土・日・祝日と①以外の時間帯　：１時間あたり８００円

※自動車を使った場合は、1回あたり200円追加

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
②　

自
治
医
大
駅　

平
成
28
年
３
月
26
日
に
内
覧
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
子
育
て
支
援
を
通
じ
て
、

地
域
に
貢
献
で
き
た
ら
・
・
・
」

と
お
考
え
の
方
は
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
に

子
育
て
世
帯
を
支
援
し
て
い
た

だ
き
、
み
ん
な
笑
顔
で
し
も
つ

け
っ
子
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
愛
称
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
」
は
、

依
頼
会
員
と
提
供
会
員（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
か
ら
な
る
組
織
で
す
。

■  

依
頼
会
員
：
市
民
と
市
内
在

勤
者
で
、
生
後
６
か
月
か
ら

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
保

護
者

■
提
供
会
員
：
心
身
と
も
に
健

康
な
20
歳
以
上
の
市
民

　

事
務
所
は
小
金
井
の
ゆ
う
ゆ

う
館
に
あ
り
、
依
頼
会
員
と
提

供
会
員
の
間
を
調
整
す
る
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

連
載
２
回
目
の
今
月
は
、
フ
ァ

ミ
サ
ポ
の
会
員
数
や
活
動
内
容

を
グ
ラ
フ
か
ら
見
て
み
ま
す
。

◆
会
員
数
の
推
移

　

平
成
23
年
6
月
に
依
頼
会
員

13
名
、
提
供
会
員
20
名
の
総
勢

33
名
で
オ
ー
プ
ン
以
来
、
着
々
と

会
員
数
が
増
え
、
26
年
度
末
に

は
１
９
６
名
を
擁
す
セ
ン
タ
ー
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
左
図
の

と
お
り
、
依
頼
会
員
数
の
伸
び
に

比
べ
て
、
提
供
会
員
が
増
え
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

◆
活
動
件
数
の
推
移

　

平
成
24
年
度
に
８
５
４
件
だ
っ

た
活
動
件
数
は
、
毎
年
増
え
続
け
、

平
成
26
年
度
は
平
成
24
年
度
に

比
べ
約
１・
５
倍
の
１
，
３
０
９

件
と
な
り
、
依
頼
会
員
の
ニ
ー
ズ

が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
少
な
い
提
供
会
員
で

援
助
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま

す
。

◆
活
動
内
容

　

ほ
と
ん
ど
の
活
動
は
、保
育
園・

学
校
等
へ
の
送
迎
と
そ
の
前
後
の

預
か
り
で
、
通
院
や
病
気
の
場
合

の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
育
て
支
援
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

み
ん
な
笑
顔
で
、し
も
つ
け
っ
子
を

育
て
る
た
め
に

下
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

その2
■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎(

44)

１
１
７
６　

小
金
井
７
８
９
ゆ
う
ゆ
う
館
事
務
所
内

■依頼会員

■活動件数

60 66 71 
78 103 

125 

0 

50 

100 

150 

854 986
1,309

0

500

1,000

1,500

24年度 25年度

会員数の推移

活動件数の推移

支援内容別の活動件数（平成26年度）

（単位：人）

■提供会員

（単位：件）

26年度

24年度

保育園・幼稚園への送迎、
登退園前後の預かり

学校・学童保育への送迎、
登下校前後の預かり

習い事への送迎、習い事
前後の預かり

保護者の通院・病気等の
場合の援助、その他

25年度 26年度末

66

362

469

412

0 100 200 300 400 500

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
故
郷
は
？　

①
ベ
ル
リ
ン　

②
ミ
ュ
ー
ヘ
ン　

③
ケ
ル
ン

問
5

平成27年度（第24回）
ふるさととちぎ農業・農村児童画コンクール入賞者が決定！
将将将将来を来を来を担う担う担う児童児童児童がががが、活活力活力活力あるあるある農業農業農業 姿の姿の姿の姿ややや、ふれふれふれあいあいあいと潤と潤と潤いのいのいのあるあるある農村農村農村の情の情の情景を景を景を描描い描い描いてくてくてくれまれまれましたしたした 県県県。県。県

内165校から、1,258点の応募があり、下野市内小学校から最優秀賞が１点・優秀賞が１点・優良賞３
点が点が点が点が点点 入賞入賞入賞入賞しましましましましたしたしたしたのでのでのでので、ご、ご、ご、ご紹介紹介紹介紹介させさせさせさせていていていていただただただただきまきまきまきます。す。す。す。

■ポスターコンテスト入賞者（敬称略）
部門 小学校名 学年 氏　名 画　題

最優秀賞 高学年 国分寺 ６ 篠原　　渉 稲刈り
優秀賞 高学年 国分寺東 ５ 石井　愛美 私の住む下野のかんぴょう畑
優良賞 高学年 国分寺東 ５ 鈴木　洸晴 じいちゃんのブルーベリー園
優良賞 高学年 石橋 ５ 田島　里紗 かんぴょうの皮むき
優良賞 低学年 細谷 ２ 髙野真理奈 なしのしゅうかく

最優秀賞 優秀賞稲刈り
篠原　渉 さん

じいちゃんのブルーベリー園
鈴木　洸晴 さん

かんぴょうの皮むき
田島　里紗 さん

なしのしゅうかく
髙野 真理奈 さん

私の住む下野のかんぴょう畑
石井　愛美 さん

優良賞

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
③　

52
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
ね
！

◇
国
民
健
康
保
険
平
成
28
年
度

か
ら
の
人
間
ド
ッ
ク
の
検
診
助

成
額
変
更
（
検
診
費
用
の
7
割

助
成
か
ら
一
律
２
５
，０
０
０
円

助
成
）
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
10
月
号
広
報
誌
に
人

間
ド
ッ
ク
の
検
診
助
成
額
変
更
の
お

知
ら
せ
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
、
①
改
正
に
至
っ
た
経
緯
、
②
改

正
額
の
根
拠
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

①
改
正
に
至
っ
た
経
緯

　

平
成
26
年
8
月
に
開
催
さ
れ
た

下
野
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
に
お
い
て
、
国
保
財
政
の
厳
し

い
状
況
の
中
で
、
一
部
の
加
入
者
し

か
受
け
な
い
人
間
ド
ッ
ク
に
検
診

費
用
の
7
割
も
の
補
助
を
し
て
い

る
状
況
は
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

ま
た
、
特
定
健
診
の
費
用
と
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
額
を
比
較
し
た
と

き
、
公
平
性
に
欠
け
る
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、

3
回
の
協
議
を
重
ね
て
意
見
が
集

約
さ
れ
、
来
年
度
か
ら
人
間
ド
ッ

ク
の
検
診
助
成
額
を
変
更
す
る
に

至
り
ま
し
た
。（
特
定
健
康
診
査
と

人
間
ド
ッ
ク
の
特
徴
、
違
い
に
つ
い

て
は
表
1
、
受
診
状
況
に
つ
い
て
は

表
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

表1　特定健康診査と人間ドックの特徴、違い

表2　平成26年度の特定健康診査受診状況（下野市国保）

法的な義務 それぞれの特徴

特定健康診査 有
生活習慣病予防のための健康診断。その結果を受け、必要に応じて保健
師や栄養士による保健指導を行い、生活習慣改善による病気の発生・重
症化の予防を目指しています。

人 間 ド ッ ク 無
検査項目が多く、専門的・総合的に精密な検査を受けたい方が任意で受
診する健康診断で健康保険の適用外。（特定健康診査の項目を含むため、
人間ドックを受診した場合、特定健康診査も受診したとみなします。）

② 

改
正
額（
一
律
２
５
，０
０
０
円
）

の
根
拠
に
つ
い
て

次
の
2
つ
の
点
に
よ
り
、
額
を

決
定
し
ま
し
た
。

・ 

特
定
健
康
診
査
費
用
（
約

１
０
，０
０
０
円
）
と
が
ん
検

診
（
肺
・
胃
・
大
腸
）
費
用

（
約
１
５
，０
０
０
円
）
の
合

計
額
で
あ
る
こ
と
。

・ 

県
内
市
町
の
人
間
ド
ッ
ク
の

検
診
助
成
額
の
平
均
額
に
近

い
額
で
あ
る
こ
と
。

※ 

人
間
ド
ッ
ク
に
は
、一
般
ド
ッ

ク
、
脳
ド
ッ
ク
、
宿
泊
ド
ッ
ク
、

総
合
ド
ッ
ク
等
様
々
な
人
間

ド
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
任
意
の
受
診
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
特
定
健
康
診

査
受
診
者
の
う
ち
、
個
別
健

診
と
集
団
健
診
を
受
診
し
て

い
る
人
が
約
９
割
を
占
め
る

こ
と
を
考
慮
し
、
一
律
の
補

助
と
し
ま
し
た
。（
左
図
参
照
）

◇
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け

ら
れ
る
方
へ

■
国
民
健
康
保
険
の
対
象
と
な

る
施
術
に
つ
い
て

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師

が
行
う
施
術
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活

の
中
で
の
打
撲
、
ね
ん
ざ
、
挫
傷
（
肉

ば
な
れ
等
）、
骨
折
・
脱
臼
の
応
急
手

当
（
応
急
手
当
後
の
施
術
は
医
師
の

同
意
が
必
要
）
な
ど
、
原
因
が
は
っ
き

り
と
し
て
い
る
外
傷
性
の
ケ
ガ
に
対
す

る
施
術
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
単
な
る
肩
こ
り
や
、肉
体
疲
労
の
回
復

・脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

・ 

神
経
痛
・リ
ウ
マ
チ・
関
節
炎
な
ど
に

よ
る
凝
り
や
痛
み

・
交
通
事
故
が
原
因
の
場
合

・ 

業
務
上
の
負
傷（
労
災
に
該
当
す
る

場
合
）

■
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け

る
と
き
の
注
意
点

・ 

負
傷
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・ 

病
院
と
の
重
複
受
診
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う（
定
期
的
な
医
師
の

検
査
や
、継
続
し
て
施
術
が
必
要
か

ど
う
か
の
確
認
の
た
め
の
受
診
を
除

く
。
）

・ 

領
収
書
を
必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

・ 「
療
養
費
支
給
申
請
書
」の
内
容
を

よ
く
確
認
し
、署
名
し
ま
し
ょ
う
。

■
医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

医
療
費
は
み
な
さ
ま
の
保
険
料
や

自
己
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

一人
ひ
と
り
が
国
民
健
康
保
険
の
使
え

る
範
囲
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
に

受
診
す
る
こ
と
が
医
療
費
の
適
正
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
料
を
適
正

に
使
用
す
る
た
め
に
、
施
術
内
容
等

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）５
５
５
６

受診対象者（人）受診者（人）受診率（％）

個別健診

11,374

1,935 17.01

集団健診 2,023 17.79

人間ドック 485 4.26

計 4,443 39.06

人間ドック　
11％

個別健診
44％集団健診

45％

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
額
が
変
わ
り
ま
す

Shimotsuke
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自治医科大学附属病院　連携協働コラム　Jichi Medical University Hospital

緩
和
ケ
ア
は
い
つ
か
ら
？

　

緩
和
ケ
ア
と
い
う
と
、ど
う
し
て
も「
が

ん
の
末
期
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま

と
い
ま
す
。か
つ
て
は
、「
タ
ー
ミ
ナ
ル（
終

末
期
）
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
や
は
り
、
人
生
の
最
期
の
時

間
と
い
う
場
面
を
抜
き
に
、
緩
和
ケ
ア
は

語
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
方
で
、
わ
が
国
の
立
て
た
が
ん

対
策
推
進
基
本
計
画
で
は
、
緩
和
ケ
ア
は

「
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
か
ら
提
供
さ
れ

る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
違
い
は

せ
ま
せ
ん
。

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
の
緩
和
ケ
ア

　

当
院
の
緩
和
ケ
ア
は
、
け
っ
し
て
、
特

殊
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
は
10
年
前
に
「
本
物
の
緩
和

ケ
ア
と
は
何
か
？
」
を
知
り
た
く
て
、
世

界
で
最
も
進
ん
だ
地
域
ぐ
る
み
の
緩
和
ケ

ア
を
行
っ
て
い
る
カ
ナ
ダ
の
エ
ド
モ
ン

ト
ン
で
研
修
し
て
き
ま
し
た
。
も
し
か
す

る
と
、
何
か
秘
法
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
た
の
で
す
。
行
っ
て

み
て
分
か
っ
た
の
は
、
普
通
の
こ
と
を
誰

も
が
普
通
に
行
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ

が
、
唯
一
と
い
っ
て
も
い
い
秘
訣
で
し
た
。

な
ぁ
ん
だ
、
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
緩
和
ケ
ア
が
特
別
で
あ
っ
て
は
困

る
の
で
す
。「『
ゆ
っ
く
り
、
楽
に
、
自
分

ら
し
く
を
支
え
る
』
そ
れ
が
緩
和
ケ
ア
で

す
」、
と
緩
和
の
外
来
で
説
明
し
て
、
２

度
と
来
た
く
な
い
と
言
わ
れ
る
方
は
ま
ず

お
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
緩
和
ケ
ア
は

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
だ
け
で
は
な
い
の
で
、

外
来
、
一
般
病
棟
で
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
切

な
役
割
に
な
り
ま
す
。
臨
床
心
理
士
に
よ

る
対
応
を
含
め
る
と
、
毎
年
４
０
０
名
以

上
の
方
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
抗
が
ん
剤

で
治
療
中
の
方
も
お
ら
れ
れ
ば
、
抗
が
ん

剤
を
止
め
て
も
年
単
位
で
過
ご
さ
れ
て
い

る
方
も
中
に
は
お
ら
れ
ま
す
。
ヒ
ト
の
体

ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

５
年
前
、
米
国
で
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

が
が
ん
の
診
断
時
か
ら
関
わ
っ
た
患
者
さ

ん
の
方
が
、
う
つ
に
な
り
に
く
く
、
生
活

の
質
が
高
く
、
お
ま
け
に
２
か
月
以
上
長

生
き
し
た
と
い
う
研
究
結
果
が
出
ま
し
た
。

２
か
月
の
延
命
は
新
し
い
有
用
な
抗
が
ん

剤
に
匹
敵
し
ま
す
。
し
か
し
そ
の
研
究
は
、

実
は
「
転
移
の
あ
る
肺
が
ん
」
と
診
断
さ

れ
た
時
か
ら
で
あ
っ
て
、
決
し
て
、
治
療

が
比
較
的
や
り
や
す
い
初
期
の
肺
が
ん
が

対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
２

か
月
以
上
延
命
さ
れ
た
理
由
を
分
析
し
た

結
果
、
新
薬
と
は
真
逆
で
、
病
状
が
進
ん

だ
段
階
で
の
無
理
な
抗
が
ん
剤
治
療
を
控

え
た
こ
と
が
一
番
だ
っ
た
と
判
明
し
ま
し

た
。

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
だ
け
に
関
わ
る
緩
和

ケ
ア
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
大
変
で
す
。
初

め
て
会
っ
た
医
師
、
看
護
師
に
囲
ま
れ
て
、

モ
ル
ヒ
ネ
が
始
ま
っ
た
ら
眠
る
時
間
が
長

く
な
っ
て
、
１
、２
週
間
で
旅
立
っ
て
し

ま
っ
た
・
・
・
と
い
う
の
で
は
、
こ
ち
ら

も
立
つ
瀬
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

苦
痛
が
少
な
く
過
ご
さ
れ
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
。

　

つ
ま
り
、
緩
和
ケ
ア
は
、
病
気
が
再
発

し
た
り
、
治
癒
が
難
し
い
と
判
明
し
た
頃

か
ら
関
わ
る
の
が
妥
当
で
、
早
過
ぎ
て
も

遅
過
ぎ
て
も
、
あ
ま
り
よ
ろ
し
い
と
は
申

と
心
は
抗
が
ん
剤
を
止
め
た
ら
あ
と
は
お

迎
え
を
待
つ
だ
け
と
い
う
よ
う
な
単
純
な

話
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
す
。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
、
癌
の
末
期
の
方

が
ゆ
っ
く
り
楽
に
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
ケ
ア
に
努
め
て
い
ま
す
。「
３

歩
で
入
れ
る
ト
イ
レ
」
は
、
そ
の
特
徴

の
一
つ
で
す
が
、
も
う
一
つ
大
切
な
の
は
、

看
護
師
を
主
体
と
し
た
チ
ー
ム
ケ
ア
で
す
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
、
が
ん
患
者
の
質
の
高
い
訪
問
診
療

を
行
っ
て
く
だ
さ
る
周
辺
市
町
の
在
宅
緩

和
ケ
ア
医
と
の
連
携
で
す
。
外
来
や
一
般

病
棟
、
そ
し
て
緩
和
ケ
ア
病
棟
か
ら
も
介

護
保
険
を
活
用
し
て
自
宅
で
療
養
す
る
末

期
が
ん
の
方
が
毎
年
数
十
名
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
断
じ
て
一
方
通
行
の
片
道
切
符

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
が
あ
れ
ば
、
緩

和
ケ
ア
病
棟
を
中
心
に
ま
た
当
院
へ
の
入

院
を
保
証
す
る
こ
と
が
、
大
切
な
の
で
す
。

地
域
連
携
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
で
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
切
れ
目
の
な
い
緩
和
ケ
ア

を
目
指
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

緩
和
ケ
ア　

近
い
よ
う
で
遠
い
よ
う
で

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

緩
和
ケ
ア
部丹た

ん
ば波 

嘉か
い
ち
ろ
う

一
郎
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ブラッシング指導の様子

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁
計
っ
て
み
そ
！

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

味
噌
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ

て
い
る
と
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場

　

12
月
8
日
㈫

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

小
ホ
ー
ル

　

1
月
18
日
㈪

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
実
施
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
9
時
50
分

　

午
前
9
時
50
分
〜
10
時
10
分

　

午
前
10
時
10
分
〜
10
時
30
分

■
定
員　

各
時
間
帯
10
名（
先

着
順
）

※ 

前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物

　

味
噌
汁
ま
た
は
ス
ー
プ

（
１
０
０
㏄
以
上
を
タ
ッ
パ
ー
や

袋
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※ 
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ
じ

セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

お　

知　

ら　

せ

笑
い
ヨ
ガ
を
開
催
し

ま
す

〜
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
〜

　

笑
い
ヨ
ガ
は
「
笑
い
の
体
操
」

と
「
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
」
を
組
み

合
わ
せ
た
運
動
療
法
で
す
。

　

笑
い
が
健
康
に
良
い
こ
と
は

知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
潤
滑
剤
と
し

て
も
、
人
間
関
係
を
豊
か
な
も

の
に
し
て
く
れ
ま
す
。
何
よ
り

も
笑
っ
て
い
る
と
、
気
分
が
良

く
な
り
元
気
に
な
り
ま
す
。

　
「
笑
い
ヨ
ガ
」
で
心
身
と
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時
・
場
所

　

12
月
6
日
㈰

　

き
ら
ら
館　

検
診
室

　

12
月
20
日
㈰

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

　

1
月
24
日
㈰

　

南
河
内
公
民
館　

ホ
ー
ル

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
参
加
費　

無
料

■
定
員

　

先
着
50
名
（
要
予
約
）

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

健康増進課　☎（５２）１１１６問い合わせ先

■
内
容

　

笑
い
ヨ
ガ

　

講
師
：
上
都
賀
総
合
病
院　

　

 

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

長　

衛
藤　

進
吉　

先
生

■
申
込
み
締
め
切
り

　

各
回
前
週
の
金
曜
日

フ
ッ
素
塗
布
と
歯
の
健
康

相
談
事
業
を
行
い
ま
し
た

10
月
18
日
、
き
ら
ら
館
に
お

い
て
、
フ
ッ
素
塗
布
と
歯
の
健

康
相
談
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
５
５
８
人
が
フ
ッ

素
塗
布
の
ほ
か
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
や
歯
科
相
談
、
お
や
つ

や
食
生
活
に
つ
い
て
の
啓
発
活

動
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

次
回
の
フ
ッ
素
塗
布
は
、
２

月
21
日
㈰
で
す
。

対
象
は
年
中
児
か
ら
小
学
2

年
生
ま
で
で
、
無
料
で
受
け
る

何
の
数
字
か
ご
存
知
で
す
か
？

☆
1
日
の
目
標
量
…
男
性
は
８
ｇ

…
女
性
は
７
ｇ

　

答
え
は
「
塩
分
摂
取
量
」
で
す
。

　

し
か
し
、
栃
木
県
民
は
、
1
日

あ
た
り
男
性
11
．9ｇ
、
女
性
9
．

9ｇ
摂
取
し
て
い
ま
す
。（
Ｈ
21
年

度
県
民
健
康
栄
養
調
査
よ
り
）

　

塩
分
摂
取
量
が
多
い
と
高
血

圧
や
、
そ
の
合
併
症
と
し
て
脳
卒

中
・
心
疾
患
に
な
り
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
減
塩
の
工
夫

①
し
ょ
う
ゆ
を
変
え
る
。

（
大
さ
じ
1
の
塩
分
量
）

・
濃
い
口
し
ょ
う
ゆ
2
．6
ｇ

    

←　

変
更

・
減
塩
し
ょ
う
ゆ
1
．4
ｇ

　
　
　
　
　
　
【
1
．2
ｇ
減
】

・
ポ
ン
酢
1
．3ｇ
【
1
．3ｇ
減
】

②
麺
類
の
汁
は
残
す
。

・
全
部
残
す
と
【
約
2
ｇ
減
】

・
半
分
残
す
と
【
約
1
ｇ
減
】

③
野
菜
料
理
を
1
品
増
や
す
。

・ 

野
菜
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
が
、

余
分
な
塩
分
を
排
出
し
て
く
れ

ま
す
。(

漬
け
物
は
塩
分
が
多
い
の

で
野
菜
料
理
に
は
入
り
ま
せ
ん
。)

　
目
指
そ
う
、野
菜
1
日
5
皿
!!
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相　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。「
眠
れ
な
い
、
食
欲

が
落
ち
た
、
体
や
頭
が
重
い
」

な
ど
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に

つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ

と
で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で

も
軽
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
日
程　

1
月
19
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

き
ら
ら
館

■
相
談
員

　

精
神
科
医

■
料
金

　

無
料

※ 

1
月
12
日
㈫
ま
で
に
ご
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市

内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

心
理
士
・
保
育
士
等
が
お
受
け

し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程

　

1
月
20
日
㈬
・
3
月
16
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程

　

12
月
21
日
㈪

※
偶
数
月
に
実
施
予
定
。

　

午
前
９
時
〜
11
時

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ゆ
り
か
ご（
あ
お
ば
保
育

園
内
）

※ 「
ゆ
り
か
ご
」を
初
め
て
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対

策
の
た
め
に
入
館
者
登
録

（
名
札
代
）３
１
0
円
が
か
か

り
ま
す
。

※ 

相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で

も
随
時
保
育
士
が
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

育
児
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

■
日
程　

12
月
3
日
㈭
・
平
成

28
年
1
月
14
日
㈭
・
2
月
25
日

㈭
・
3
月
10
日
㈭

※
月
1
回
実
施
予
定

■
受
付
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

　
（
実
施
は
11
時
30
分
ま
で
）

■
会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員　

保
健
師
・
助
産
師
・

管
理
栄
養
士
・
心
理
士

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※ 

受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

予

防

接

種

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
費
の

助
成
に
つ
い
て

今
年
度
よ
り
お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
の
助
成

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
開
始
初

年
度
は
、
対
象
者
の
年
齢
条
件

を
未
就
学
児
ま
で
拡
大
し
て
い

ま
す
。
来
年
度
以
降
は
、
通
常

の
年
齢
条
件
の
方
の
み
と
な
り

ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当
す
る

2
歳
〜
未
就
学
児
の
お
子
さ
ま

で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

年
度
内
に
接
種
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
お
子

さ
ま

① 

1
歳
〜
2
歳
未
満
の
お
子
さ
ま

※ 

平
成
27
年
度
に
限
り
、
未
就

学
児
の
お
子
さ
ま
ま
で
対
象

② 

お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た

こ
と
が
な
い
お
子
さ
ま

③ 

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
お
子

さ
ま

■
助
成
金
額

　

３
，０
０
０
円
（
1
回
の
み
）

■
そ
の
他

　

接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
医

療
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
手
続
き

方
法
が
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
必
ず
、
健
康
増

進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
費
の
助
成
に
つ

い
て

■
対
象
者
及
び
接
種
回
数

・
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス

　

 

生
後
6
週
〜
24
週
の
乳
児
に

2
回
投
与

・
ロ
タ
テ
ッ
ク

　

 

生
後
6
週
〜
32
週
の
乳
児
に

3
回
投
与

※ 

必
ず
同
じ
ワ
ク
チ
ン
を
必
要

回
数
投
与
く
だ
さ
い
。

■
助
成
金
額

・
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス

　

7
，
5
０
０
円
を
2
回

・
ロ
タ
テ
ッ
ク

　

5
，０
０
０
円
を
3
回

■
そ
の
他

　

接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
医

療
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
手
続
き

方
法
が
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
、
健
康

増
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.12
15



脂し

っ
得
納
得
教
室

（
脂
質
異
常
症
予
防
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

気
に
な
る
方
向
け
の
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
脂
質
異
常
症
を
予

防
す
る
た
め
の
食
事
を
中
心
に

学
び
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
民
で
健
康
診
断
を
受
診
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

脂
質
項
目
で
要
指
導
が
あ
る
方

② 

脂
質
異
常
症
予
防
に
興
味
の

あ
る
方

■
内
容

・ 

脂
質
異
常
症
（
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）っ
て
ど
う
い
う
病
気
？

・ 

脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
食

生
活
っ
て
？
自
分
の
食
事
の

傾
向
を
知
ろ
う
！

・ 

脂
質
異
常
症
予
防
食
の
試
食
、

野
菜
レ
シ
ピ
の
紹
介

■
場
所　

き
ら
ら
館
研
修
室

■
日
時　

2
月
5
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
9
時
15
分
〜
）

■
持
ち
物

　

筆
記
用
具
、
健
診
結
果
が
わ

か
る
も
の

■
費
用　

無
料

■
定
員　

30
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

10
時
）

■
会
場

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者

　

平
成
27
年
6
月
・
7
月
生
ま

れ
の
、
生
後
6
〜
7
か
月
児
を

持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

母
子
手
帳

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
・
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク

・ 

野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
）

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

・ 

血
圧
測
定

■
申
込
締
切

　

1
月
22
日
㈮

　

電
話
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

教　
　

室

ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室

　

気
に
は
し
て
る
け
ど
、「
自

分
は
ま
だ
大
丈
夫
」
と
目
を
背

け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
結
果
が
ち
ょ
っ
と
高
め

か
な
と
思
っ
た
ら
要
注
意
！

　

ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
り
、

無
理
の
な
い
運
動
と
食
生
活
の

改
善
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
程

　

12
月
22
日
㈫

　

午
前
9
時
30
分

　

〜
午
後
1
時
30
分

　
（
受
付
：
午
前
9
時
10
分
〜
）

■
会
場

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者

　

下
野
市
民
で
健
診
を
受
診
し

た
74
歳
以
下
の
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
（
肥
満
）

の
方

② 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
気
に
な
る
方

■
内
容

・ 

打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

い
て
学
ぼ
う

・ 

自
分
の
食
生
活
、
何
が
問

題
？

・ 

室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動
の

実
践

・
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
持
ち
物

　

健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）

※ 

運
動
可
能
な
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
込
締
切

　

12
月
15
日
㈫

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

教
室

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
を
使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
離
乳
食
に
つ
い

て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

１
月
29
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　

 （
受
付
：
午
前
9
時
45
分
〜

歩あ
る

く
ら
す
〜
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

〜
（
冬
コ
ー
ス
）

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対

象
事
業
）

　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
を
学
び
ま

す
。

■
日
程
（
2
日
間
１
コ
ー
ス
）

　

一
回
目　

1
月
22
日
㈮

　

二
回
目　

2
月
1
日
㈪

　

午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
午
前
9
時
30
分
か
ら
）

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
康

診
断
を
受
診
し
た
方

■
定
員　

30
名

■
内
容　

血
圧
測
定
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
話
、
ス

ト
レ
ッ
チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

実
践
（
室
内
・
屋
外
。
た
だ
し
、

雨
天
時
は
室
内
の
み
。）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
可
能
な
服
装
、

タ
オ
ル
、運
動
靴
、飲
み
物
（
水

ま
た
は
お
茶
）

■
申
込
締
切

　

1
月
15
日
㈮

※ 

高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
が
あ

る
等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.12
16



し
も
つ
け
減
塩
部

（
高
血
圧
予
防
教
室
）

〜
ゆ
う
ゆ
う
館
コ
ー
ス
〜

　

高
血
圧
予
防
の
た
め
、
尿
検

査
か
ら
自
分
の
１
日
の
食
塩
摂

取
量
を
知
り
、
教
室
を
通
し
て

減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

　

74
歳
以
下
の
市
民
で
①
・
②

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

血
圧
が
要
指
導
・
要
医
療
の

方
で
内
服
治
療
し
て
い
な
い
方

② 

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が
要
指
導
の
方

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
定
員　

30
名

■
日
程
・
内
容（
全
４
回
）

①
１
月
25
日
㈪

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
高
血
圧
予
防
の
た
め
に

　
（
保
健
師
）

・ 

減
塩
生
活
は
じ
め
ま
せ
ん
か

（
管
理
栄
養
士
）

※
尿
検
査
回
収
①

②
２
月
15
日
㈪

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

・
尿
検
査
①
の
結
果
に
つ
い
て

・
健
康
ク
イ
ズ

・ 

調
理
実
習

　
（
塩
分
控
え
め
の
料
理
）

③
３
月
2
日
㈬

　

午
前
８
時
45
分
〜
９
時
45
分

※
尿
検
査
回
収
②

④
３
月
23
日
㈬

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
尿
検
査
②
の
結
果
に
つ
い
て

・ 

ま
と
め
（
自
分
の
１
日
の
塩

分
摂
取
量
は
ど
う
変
わ
っ

た
？
）

■
申
込
締
切　

１
月
15
日
㈮

※ 

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、

事
前
に
尿
検
査
の
容
器
と
ご

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン

　

県
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果

に
よ
る
と
栃
木
県
人
で
運
動
習

慣
の
あ
る
人
（
週
2
日
以
上
、

1
回
30
分
、
1
年
以
上
継
続
し

て
い
る
人
）
の
割
合
は
、
男
女

と
も
20
％
程
度
で
、
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
効
果

は
、
身
体
を
動
か
す
（
運
動
の
）

強
さ
と
時
間
に
従
っ
て
上
昇
す

る
と
い
わ
れ
、
適
度
な
運
動
は
、

食
生
活
と
並
ん
で
健
康
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
を
目
標
に
、
積
極
的
に
運

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
対
象
者　

74
歳
以
下
の
下
野

市
民
で
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
当

て
は
ま
る
方

①
各
種
教
室
参
加
者

② 

血
液
検
査
で
要
指
導
の
項
目

が
あ
り
運
動
が
必
要
な
方

■
内
容　

自
宅
で
も
続
け
ら
れ

る
運
動
の
紹
介
と
実
践（
ス
ト

レ
ッ
チ
や
有
酸
素
運
動
等
）

〜
き
ら
ら
館
コ
ー
ス
〜

■
場
所　

き
ら
ら
館　

検
診
室

■
日
程（
全
４
回
）

①
12
月
10
日
㈭

②
1
月
14
日
㈭

③
2
月
25
日
㈭

④
3
月
10
日
㈭

　

午
後
1
時
15
分
〜

　
　
　
　
　

3
時
15
分

■
申
込
締
切

　

12
月
3
日
㈭

〜
ゆ
う
ゆ
う
館
コ
ー
ス
〜

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー

ル■
日
程（
全
４
回
）

①
12
月
16
日
㈬

②
1
月
13
日
㈬

③
2
月
17
日
㈬

④
3
月
16
日
㈬

　

午
前
10
時
15
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
0
時
15
分

■
申
込
締
切

　

12
月
9
日
㈬

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

（
水
か
お
茶
）、
運
動
可
能
な
服

装
、
室
内
用
運
動
靴
（
ゆ
う
ゆ

う
館
）

■
費
用　

無
料

■
定
員　

30
名
程
度

（
お
申
込
み
人
数
が
多
数
の
場
合

は
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を

優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・

パ
パ
教
室（
両
親
学
級
）

　

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ

の
た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が

迎
え
ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
が
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
、

３
回
を
１
コ
ー
ス
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
1

■
日
時

　

１
月
27
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中
の
生
活
・

食
事
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
2

■
日
時

　

２
月
18
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

お
産
の
経
過
・
安
産
の
コ
ツ
、

パ
パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

レ
ッ
ス
ン
3

■
日
時

　

３
月
17
日
㈭

　
（
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

　
（
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

沐
浴
実
習
・
産
後
の
マ
マ
の

心
と
身
体
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
1
〜
3
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者

　

出
産
予
定
日
が
平
成
28
年
4

月
〜
6
月
の
方

■
持
ち
物

　

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物
・

ス
リ
ッ
パ

■
定
員

　

レ
ッ
ス
ン
1
・
2
各
25
組
、

レ
ッ
ス
ン
3
午
前
・
午
後
各
16

組■
申
込
締
切

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
2
日
前
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.12
17



　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口

で
す
！

〇 

「
お
い
し
く
食
べ
て
脳
い
き
い

き
！
」
健
康
教
室
の
お
知
ら
せ

　

脳
を
活
性
化
し
て
認
知
症
を

予
防
す
る
生
活
習
慣
と
食
事
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

12
月
18
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

■
会
場

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
調
理
室

■
対
象
者

　

下
野
市
在
住
で
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
方

■
定
員

　

15
名
程
度

■
参
加
費

　

百
円
（
飲
み
物
代
）

■
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

■
内
容

　

認
知
症
予
防
の
た
め
の
講
話

と
調
理
実
習

■
申
込
締
切

　

12
月
16
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち
☎（
44
）３
０
０
２

〇 
ほ
っ
と
♥
介
護
教
室
の
お
知

ら
せ

　

プ
ロ
が
教
え
る
！

　

関
節
を
や
わ
ら
か
く
し
て

楽
ら
く
介
護

　

体
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、

関
節
が
固
ま
っ
て
し
ま
い
、
動
か

し
づ
ら
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

関
節
が
固
ま
っ
て
し
ま
う
と
、

例
え
ば
、
洋
服
を
着
る
の
も
着
せ

る
の
も
大
変
で
す
。
体
が
固
ま
っ

て
動
き
づ
ら
い
、
介
護
し
に
く
な

ど
の
予
防
に
つ
い
て
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
28
年
1
月
27
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら

館
研
修
室

■
対
象
者

　

 

下
野
市
在
住
で
興
味
の
あ
る
方

■
参
加
費

　

無
料

■
講
師

　

エ
ル
サ
上
尾
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
理
学
療
法
士　

大
地
敏
之
氏

■
申
込
締
切

　

1
月
26
日
㈫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち
・
こ
く
ぶ
ん
じ
・
い

し
ば
し

〇 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
コ
ー
ナ
ー

　

市
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

10
月
末
で
３
１
９
８
人
に
な
り
ま

し
た
。

★
国
分
寺
中
学
校
の
全
校
生
が

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し

た
。
各
学
年
ご
と
に
、
認
知
症
の

基
礎
知
識
や
接
し
方
を
学
ん
だ

後
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
や
自
分

達
に
な
に
が
で
き
る
か
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
生

徒
か
ら
は
「
認
知
症
は
怖
い
病

気
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
関
わ
り

方
で
に
よ
っ
て
良
く
な
っ
た
り
悪

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。」
な
ど
た
く
さ
ん
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
強
い
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

★
小
金
井
郵
便
局
・
石
橋
郵
便

局
・
石
橋
本
町
郵
便
局
・
薬
師

寺
郵
便
局
・
吉
田
郵
便
局
・
自

治
医
大
駅
前
郵
便
局
の
職
員
の

方
54
名
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
の
方
か
ら
は
、

「
認
知
症
が
身
近
な
病
気
で
あ
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち　

☎（
44
）３
０
０
２

こ
く
ぶ
ん
じ　
　

☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し　
　
　

☎（
51
）０
６
３
３

こ
と
が
分
か
っ
た
。
地
域
で
の
見

守
り
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

〇 

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
交
流
と
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、
第
二
回
介
護
者
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
昼
を

食
べ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
、
同

じ
立
場
の
仲
間
同
士
の
時
間
を

過
ご
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　

12
月
18
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
ゼ
ン
タ
ー
２

階
研
修
室

■
対
象
者

　

現
在
、
認
知
症
の
方
を
介
護

し
て
い
る
方
（
ご
本
人
の
参
加

も
可
能
で
す
）

■
内
容

・
参
加
者
の
交
流
と
情
報
交
換

・
会
食

■
参
加
費

　

お
弁
当
代　

５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
16
日
㈬
ま
で
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み

な
み
か
わ
ち
・
こ
く
ぶ
ん
じ
・

い
し
ば
し
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎（
52
）１
１
１
８

　

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
に
は
、

小
学
生
の
部
で
は
、
三
〇
種
類
近

い
台
所
用
洗
剤
を
細
か
く
調
査

し
た
も
の
や
、
カ
イ
ロ
の
不
思
議

に
つ
い
て
詳
し
く
研
究
し
た
も
の
、

中
学
生
の
部
で
は
、
小
学
校
時
代

か
ら
長
年
コ
ツ
コ
ツ
と
研
究
を
継

続
し
て
き
た
も
の
な
ど
す
ば
ら
し

い
研
究
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
小
学
１
年
生

　

谷
田
貝 

莉
子
（
吉
田
西
小
）
※

　

中
村　

咲
（
祇
園
小
）

　

森
下　

岳
飛
（
祇
園
小
）
※

　

永
島　

心
結
（
石
橋
小
）

　

石
塚　

稀
尋
（
古
山
小
）
※

　

稲
葉　

登
柊
（
国
分
寺
小
）

○
小
学
２
年
生

　

岡
田　

あ
い
り
（
祇
園
小
）

　

藤
井　

怜
（
緑
小
）
※

　

森
戸　

悠
莉
（
古
山
小
）
※

　

福
野　

翔
矢
（
石
橋
北
小
）

　

武
藤　

里
英
（
石
橋
北
小
）
※

　

菊
地　

羽
菜
（
国
分
寺
小
）

平
成
27
年
度

下
野
市
理
科
研
究
展
覧
会
審
査
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

10
月
20
日
、
石
橋
公
民
館
に
お

い
て
、
第
10
回
下
野
市
理
科
研
究

展
覧
会
の
審
査
会
が
、
各
校
の
理

科
担
当
の
先
生
方
を
審
査
員
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
各
校
の
校
内
審
査

を
経
て
１
３
２
作
品
で
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

58
作
品
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
優
秀
賞
の
作
品
は
10
月
24
日・

25
日
に
開
催
さ
れ
た
「
し
も
つ
け

市
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
５
」
に

て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
小
学
一
年
生
や
二
年

生
の
出
品
作
品
数
が
多
く
、
低

学
年
の
う
ち
か
ら
理
科
に
興
味
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
児
童
が

多
い
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

○
小
学
３
年
生

　

上
野　

麟
太
郎
（
薬
師
寺
小
）

　

泉
田　

絢
音
（
吉
田
東
小
）

　

谷
田
貝 

美
桜
（
吉
田
西
小
）
※

　

荻
原　

雄
大
朗
（
祇
園
小
）
※

　

和
田　

健
助
（
古
山
小
）
※

　

藤
原　

愛
梨
（
国
分
寺
小
）

○
小
学
４
年
生　

　

輿
水　

陽
光
（
緑
小
）

　

荒
川　

雛
乃
（
石
橋
小
）

　

鈴
木　

知
隼
（
古
山
小
）
※

　

石
井　

遥
（
古
山
小
）
※
※

　

髙
岩　

琥
太
郎
（
細
谷
小
）
※

　

桜
井　

夢
菜
（
石
橋
北
小
）
※

　

大
島　

あ
い
（
石
橋
北
小
）

○
小
学
５
年
生

　

上
野　

花
菜
（
薬
師
寺
小
）
※

　

髙
橋　

歓
多
・
髙
橋　

大
空

　
　
　
　
　
　

 （
薬
師
寺
小
）
※

　

熊
田　

智
亮
（
祇
園
小
）
※
※

　

伊
澤　

遼
平
（
緑
小
）

　

長
谷
川　

空
（
古
山
小
）
※

　

大
島　

彩
羽
（
細
谷
小
）

　

齋
藤　

希
々
加（
国
分
寺
東
小
）

○
小
学
６
年
生

　

山
本　

雅
（
吉
田
西
小
）
※

　

鋪
屋　

瑠
美
・
鋪
屋　

湧
己

　
　
　
　
　
　
（
祇
園
小
）
※
※

　

岡
川　

恵
子　
（
祇
園
小
）
※

　

上
野　

紗
也
加
・
上
野　

智
輝

　
　
　
　
　
　
　
（
石
橋
小
）
※

　

荒
川　

大
翔
（
石
橋
小
）

　

清
水　

康
平
（
古
山
小
）

　

大
樂　

花
純
（
古
山
小
）

○
中
学
１
年
生

　

小
西　

伶
奈
（
南
河
二
中
）
※

　

佐
藤　

里
佳
（
南
河
二
中
）

　

仲
井　

寿
々
菜
（
南
河
二
中
）

　

鈴
木 

わ
か
ば
・
青
木 

愛
佳

　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
橋
中
）

　

若
林　

楓
華
（
石
橋
中
）
※

　

本
田　

愛
（
石
橋
中
）
※

　

近
藤 

瑛
爽
（
国
分
寺
中
）
※
※

○
中
学
２
年
生

　

髙
橋　

茉
央
（
南
河
内
中
）

　

和
田　

琉
（
南
河
二
中
）
※
※

　

福
原　

綾
乃
（
石
橋
中
）

　

舘
野　

夏
輝
（
国
分
寺
中
）
※

　

山
本　

碧
威
（
国
分
寺
中
）
※

　

奥
山　

陽
菜
（
国
分
寺
中
）

　

長　

彩
夏
（
国
分
寺
中
）
※

○
中
学
３
年
生

　

富
永　

昂
成
（
南
河
内
中
）

　

小
名
木　

彩
花
（
南
河
二
中
）

　

岡
田 

直
緒
美
（
南
河
二
中
）
※

　

桜
井　

愛
菜
（
石
橋
中
）
※

　

大
塚　

諒
（
国
分
寺
中
）
※

※ 

…
地
区
推
薦
：
下
都
賀
地
区
理

科
研
究
展
覧
会
に
作
品
が
出
品

さ
れ
ま
す
。

※ 

※
…
発
表
推
薦
：
下
都
賀
地
区

理
科
研
究
発
表
会
に
て
研
究
発

表
を
行
い
ま
す
。

◎ 

下
都
賀
地
区
理
科
研
究
展
覧
会・

発
表
会　

平
成
28
年
1
月
16
〜

18
日　

国
分
寺
公
民
館

1作品ずつ慎重に審査されました

展覧会には58作品が展示されました たくさんの来場者の方々にご覧いただきました
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LESSON6 協働の種類について学んでみよう！
今回は、協働の種類についてどんなものがあるか学んでいきたいと思います。自治基本条例には、基本理
念のひとつとして、協働のまちづくりをあげています。

カンピくん
〔道の駅しもつけイ
メージキャラクター、
下野市観光大使〕

　市民、市が、課題解決のため、役割分担を明確にし、それぞれ
の強みを活かし、協力して取り組むことなんだよ。
　大きく3つに分けられるよ。①市民が主体的に取組むもの②市民
と行政が共に取組むもの、③行政が主体的に取り組むもの。

　形態別に、①は、補助や後援など、②は、共催、情報交換・情報提供、
実行委員会・協議会など③委員・参画・委託などがあるね。事業の
目的から効果的なものを選ぼう！
　よく読むと協働が身近なところにあるね。詳しくは、下の表にま
とめたので見てね。

種類がこれだけあったんだね。身近ものだとわかりました。よくおさら
いしようっと。

いろいろあるんだね。詳しく教えて！

協働って・・・何だろう？

こまろ（下毛野朝臣古
麻呂）〔下野薬師寺の建
立、大宝律令の選定に
携わった下野市ゆかり
の人物〕

平成26年４月からから下野市自治基本条例が施行されました。今回は５回目です。

主なものを形態別に表にしてみました！！

■問い合わせ先　市民協働推進課　☎（40）5585

形　態 内　容　説　明　（例） 備　考

委員・参
さんかく

画 行政が計画を立案する際に、市民に審議会や委員会に参加をもとめ、
意見や提案をもらうこと。（例　総合計画審議会） 行政が主

体的に取
組むもの委

いたく

託 市民の特性や能力を活かしてより効果的に事業を行うこと。
（例　指定管理、研修等）

情
じょうほう

報交
こうかん

換・情
じょうほうていきょう

報提供 お互いの持つ情報を提供し合ったり、意見の交換を行うこと。
（例　広報紙の発行、ワークショップの開催等） 市民と行

政が共に
取組むも
の

実行委員会・協議会 市民と市が実行委員会や協議会等を設立し、事業を行うこと。

共
きょうさい

催 市民と市が共に主催者となって、共同で事業を行うこと。
（例　平成27年度下野市男女共同参画のつどい）

補
ほじょ

助 市民活動団体が主体となって行う公益性の高い事業に対し、市が資金
面で協力すること。（例　市の各補助事業）

市民が主
体的に取
組むもの

後
こうえん

援
市民活動団体が主体となって行う事業が、市の政策目的に合致する場
合、市が後援・名義の使用を認めてその事業を支援すること。
（例　各種講演会、まつりなどのイベント）
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古
代
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度  

― 

計け
い
ち
ょ
う帳 

―

新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

　
「
平
成
二
七
年
一
〇
月
か
ら
個
人
番
号
が
通
知
さ
れ
、
平
成

二
八
年
一
月
以
降
に
は
様
々
な
こ
と
に
利
用
で
き
る
個
人
番
号

カ
ー
ド
が
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
ま
す
。
様
々
な
こ
と
と
は
、
社

会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
な
ど
の
行
政
手
続
き
で
す
。
発
券
さ
れ

る
券
面
に
は
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
一
二
桁
）
が
記
載
さ
れ
、本
人
の
写
真
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書
を
用
い
て
各

種
の
電
子
申
告
が
行
え
ま
す
。

　

所
得
の
情
報
や
病
気
の
履
歴
な
ど
機
微
な
個
人
情
報
は
記
載
さ

れ
ま
せ
ん
。」と
内
閣
官
房
の
Ｈ
Ｐ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
、

地
方
の
行
政
職
員
も
新
し
い
国
の
制
度
に
則
り
、
新
制
度
に
つ
い

て
の
知
識
を
深
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
カ
ー
ド
に
は
個
人

の
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。」
と
い
う
こ
と
は
加
齢
に
よ
る
変

化
が
誰
で
も
必
ず
起
こ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
カ
ー
ド
は
一
度
発
行

さ
れ
た
と
し
て
も
永
久
的
な
も
の
で
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
疑
問
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
自
動
車
運
転
免
許
証
と
同

様
に
有
効
期
限
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
独
自
の
考
え
方
な
の
で
し
ょ
う
が
、
一
五
歳
以
上

二
〇
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
発
行
か
ら
五
回
目
の
誕
生
日
ま

で
が
有
効
期
限
と
な
り
、
二
〇
歳
以
上
は
一
〇
回
目
の
誕
生
日
ま

で
が
有
効
の
よ
う
で
、
そ
の
違
い
は
「
二
〇
歳
未
満
は
容
姿
の
変

化
が
大
き
い
こ
と
か
ら
顔
写
真
を
考
慮
し
て
五
回
目
の
誕
生
日
を

有
効
期
限
と
す
る
」
と
前
出
の
Ｈ
Ｐ
に
あ
り
ま
し
た
。
容
姿
の
変

容
は
、
男
女
差
、
個
人
に
よ
る
差
が
著
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
す
が
、
こ
の
制
度
の
担
当
者
は
二
〇
歳
未
満
が
最
大
の
変
容

点
と
想
定
し
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
顔
な
ど
の
（
容
姿
）
を
古
代
の
個
人
情
報
と
し
て
記
録
に

用
い
た
の
が
、
律
令
時
代
に
毎
年
作
成
さ
れ
た
「
計

け
い
ち
ょ
う帳」
で
す
。

　

計
帳
は
古
代
の
租
税
台
帳
で
、
正
倉
院
文
書
と
し
て
幾
つ
か
計

帳
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
存
し
て
い
る
計
帳
の
多
く
は
、
写
経

用
紙
の
裏
面
を
再
利
用
し
た
計
帳
作
成
の
た
め
の
手し

ゅ
じ
つ実
（
申
告
書

の
下
書
き
）
で
す
。
残
念
な
が
ら
下
野
国
に
関
す
る
計
帳
は
残
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
山や

ま
し
ろ背
国
隼は
や
と人
計
帳
を
参
考
に
記
載
内

容
を
推
測
す
る
と
家
族
の
個
人
名
、
年
齢
、
年
齢
に
よ
る
区
分
、

戸へ
ぬ
し主
と
の
関
係
、
性
別
な
ど
と
、
病
状
や
顔
面
の
特
長
な
ど
が
記

載
さ
れ
ま
し
た
。
病
状
は
「
残ざ

ん
し
つ疾
」「
廃は
い
し
つ疾
」「
篤と
く
し
つ疾
」
の
三
段
階

に
区
分
さ
れ
、
段
階
に
よ
っ
て
租
税
の
免
除
割
引
が
あ
り
ま
し
た
。

容
姿
・
顔
面
の
特
長
は
黒ほ

く
ろ子
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
例
え
ば
「
額

黒
子
」・「
頸
黒
子
」・「
右
頬
黒
子
」
な
ど
の
詳
細
な
記
載
が
あ
り
、

こ
の
記
録
は
租
税
の
滞
納
や
逃
亡
者
の
指
名
手
配
書
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
写
真
が
な
か
っ
た
時
代
の
工
夫
で
す
。

　

大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
施
行
の
大
宝
律
令
制
で
は
、
戸
籍
は
六

年
に
一
度
つ
く
ら
れ
た
人
び
と
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
口く

ぶ
ん
で
ん

分
田

を
分
け
与
え
る
基
本
台
帳
で
し
た
。
戸
籍
と
セ
ッ
ト
で
人
々
へ
の

賦
課
の
た
め
の
台
帳
と
し
て
毎
年
計
帳
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
も
と
に
し
て
調ち

ょ
う・
庸よ
う

・
雑ぞ
う
よ
う徭
と
い
っ
た
様
々
な
負
担
の
量
が

算
出
さ
れ
ま
し
た
。
戸
籍
は
日
本
で
は
六
年
に
一
度
、
唐
で
は
三

年
に
一
度
つ
く
ら
れ
、
農
繁
期
を
避
け
一
一
月
か
ら
翌
年
の
五
月

末
ま
で
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

計
帳
は
律
令
規
定
で
は
六
月
末
ま
で
に
都
で
は
京
職
が
、
地
方

で
は
国
司
が
、
戸
主
み
ず
か
ら
が
自
己
申
告
し
た
戸
の
人
員
の
報

告
書
を
集
め
、
こ
れ
を
基
に
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
方
で
は
人
々
が
自
己
申
告
書
を
書
け
た
か
と
想
定
す
る
と
無
理

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
個
人
ご
と
の
情
報
を
列
記
し
た
ス
タ
イ
ル
の
帳
簿

を
当
時
は
「
歴

れ
き
み
ょ
う名」「
交
き
ょ
う
み
ょ
う
名
」「
夾
き
ょ
う
み
ょ
う
名
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

各
人
の
名
前
を
登
録
し
て
、
各
人
に
賦
課
を
か
け
る
収
税
方
式
が

採
用
さ
れ
て
以
降
、
賦
課
を
逃
れ
て
戸
籍
に
登
録
さ
れ
た
土
地
か

ら
逃
げ
出
す
者
が
続
出
し
ま
し
た
。

　

一
〇
世
紀
に
は
、
一
部
で
口
分
田
班
給
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、

戸
籍
に
は
男
性
よ
り
税
の
軽
い
女
性
の
名
が
不
自
然
に
多
く
な
り
、

ま
た
、
男
性
で
も
賦
課
の
か
か
ら
な
い
高
齢
者
の
比
率
が
多
く
な

り
、
明
ら
か
に
嘘
の
申
告
が
な
さ
れ
、
導
入
か
ら
約
二
〇
〇
年
で

戸
籍
・
計
帳
の
制
度
は
崩
壊
し
ま
し
た
。

※
平
成
27
年
11
月
号
の
記
載
の
12
行
目
、
天
智
天
皇
の
ル
ビ

が
ま
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、「
て
ん
じ
」天
皇
で
す
。

下
野
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
文
化
課
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「
徹
底
し
た
財
産
調
査
と
差
押
の
実
施

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

財
産
調
査

○ 

給
与
・
年
金
：
勤
務
先
や
年
金
支
払
者

に
通
知
し
ま
す

○ 

売
掛
金
等
：
取
引
先
に
通
知
ま
た
は
臨

場
し
ま
す

○
預
貯
金
：
通
知
ま
た
は
臨
店
し
ま
す

○
生
命
保
険
：
保
険
会
社
に
通
知
し
ま
す

○
不
動
産
：
登
記
簿
を
調
査
し
ま
す

○
自
動
車
等
：
家
宅
等
を
捜
索
し
ま
す

差
押

○ 

給
与
・
年
金
：
生
活
費
等
の
差
押
禁
止

部
分
を
除
く
全
て
の
金
額
を
差
し
押
さ

え
て
取
り
立
て
ま
す

○ 

預
貯
金
：
原
則
と
し
て
全
額
を
差
し
押

さ
え
て
口
座
が
一
時
的
に
使
用
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

○ 

生
命
保
険
：
全
て
の
支
払
い
請
求
権
を

差
し
押
さ
え
て
解
約
請
求
も
行
い
ま
す

○ 

不
動
産
：
差
押
登
記
に
よ
り
土
地
の
処

分
に
制
限
を
か
け
て
公
売
に
よ
り
換
価

し
ま
す

○ 

自
動
車
等
：
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
等
で
使
用

を
制
限
し
て
公
売
に
よ
り
換
価
し
ま
す

　

〜
納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る

た
め
11
月
〜
12
月
「
県
内
一
斉
地
方
税
滞

納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
栃
木
県
と

の
協
働
に
よ
り
、
県
内
一
斉
に
徴
収
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
〜

　

市
税
等
は
、
納
税
者
の
皆
様
が
納
期
限

ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
多
く
の
方
は
納
期
内
に
納
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
残
念
な
が
ら
一
部

に
滞
納
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

　

市
が
提
供
す
る
、
福
祉
や
教
育
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
及
び
保
険
制

度
は
、
市
税
等
が
主
な
財
源
に
な
っ
て
お

り
、
市
税
等
を
滞
納
す
る
と
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
保
険
制
度
の
運
営
等
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

何
よ
り
、
納
期
内
に
き
ち
ん
と
納
め
て

い
る
大
多
数
の
方
と
の
公
平
を
欠
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

滞
納
整
理
に
も
貴
重
な
税
金
が
費
や
さ

れ
て
い
ま
す
。
納
期
を
守
っ
て
納
付
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
滞
納
整
理
状
況

（
Ｈ
27
・
４
月
〜
９
月
）

財
産
調
査　

１
９
，６
１
２
件

差
押
（
新
規
）　

１
０
６
件

換
価
・
取
立
及
び
金
額

２
６
２
件　

２
０
，６
７
８
千
円

公
売　

16
件

催
告
書
発
送　

５
，８
７
１
件

　

市
税
等
を
納
期
限
ま

で
に
納
め
な
か
っ
た
方

に
は
、
督
促
状
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
こ
の
督
促
状
が
発
送
さ
れ
た
日

か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
、

そ
の
市
税
等
を
完
納
し
な
か
っ
た
時
に
は
滞

納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

差
し
押
さ
え
す
る
財
産
は
、
滞
納
者
の
給

与
・
預
貯
金
・
生
命
保
険
・
不
動
産
・
自
動
車
・

動
産
な
ど
で
す
。

　

市
税
等
は
「
他
の
債
権
に
優
先
し
て
支
払

わ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
し
て
法
律
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
税
等
を
徴
収
す
る
職
員
に
は
、

一
般
の
債
権
者
等
と
は
異
な
り
、
裁
判
所
の

令
状
等
が
な
く
て
も
、
滞
納
処
分
の
た
め
に

必
要
な
調
査
、
捜
索
、
差
押
を
す
る
こ
と
（
自

力
執
行
権
）
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
だ
納
期
限
か
ら
日
数
が
経
っ
て
い
な

い
か
ら
」「
滞
納
金
額
が
少
な
い
か
ら
」
大

丈
夫
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
税
務

課
に
連
絡
し
て
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

県内一斉地方税滞納整理強化月間

税税
市
税
・
保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

11
月
〜
12
月
は
県
内
一
斉
地
方
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎（
40
）５
５
５
４

事
情
が
あ
る
場
合
は
相
談
を

　
「
災
害
、
盗
難
、
事
業
の
廃
止
、
病
気

等
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
一
時
に

納
付
で
き
な
い
場
合
」
は
、
徴
収
の
猶
予

や
分
割
納
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

滞
納
に
な
る
前
に
税
務
課
に
納
税
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
他
の
返
済
や
支
払
い
が
あ
っ
て

納
付
が
遅
れ
る
こ
と
は
、
納
税
の
公
平

を
欠
く
た
め
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
返
済
計

画
の
見
直
し
を
借
入
先
に
相
談
す
る
な
ど
、

市
税
等
は
納
期
内
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎（
40
）５
５
５
４

市
税
等
を
納
め
忘
れ
る
と…

市
税
等
を
納
め
忘
れ
る
と…
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燃
や
せ
る
ご
み
を
減
ら

す
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
雑
紙
の
分
別
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　

燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

る
も
の
の
中
に
は
、
紙
類
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
分
別
す

る
だ
け
で
、
紙
類
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
、
大
き
な
減
量
と

資
源
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
れ
が
、
環
境
へ
の
負
荷
の

低
減
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
と
な
る
雑
紙
類（
例
）

　

カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
、

は
が
き
、
封
筒
、
メ
モ
用
紙
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
プ
リ
ン
ト
、

折
り
紙
、画
用
紙
、菓
子
・
食
品
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
日
用

品
な
ど
の
紙
箱
、
包
装
紙
・
紙

袋　

等

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
も

の
は「
塗
り
つ
ぶ
す
」「
切
り
取

り
可
燃
ご
み
で
出
す
」な
ど
の

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
化
し
た
紙
は
、

半
透
明
か
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
分
別
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

　

使
用
済
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、
食
品
等
で
汚
れ
た
紙
、

ア
ル
ミ
箔
の
紙
、
防
水
加
工
さ

れ
た
紙
コ
ッ
プ
・
紙
皿
、
感
熱

紙
、
カ
ー
ボ
ン
紙
、
写
真
プ
リ

ン
ト
紙
、
シ
ー
ル
の
台
紙
、
圧

着
ハ
ガ
キ
等

　

紙
ご
み
は
古
封
筒
に
入
れ
た

り
、
雑
誌
に
挟
む
な
ど
し
て
、

飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

最
近
、
ま
ち
の
中
や
山
林
、

河
川
な
ど
へ
の
不
法
投
棄
が
目

に
つ
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
不
法
投
棄
は
大
き

く
分
け
て
、
道
路
上
や
集
積
場

付
近
に
家
庭
ご
み
な
ど
を
ポ
イ

捨
て
す
る
場
合
と
、
空
地
や
山

林
、
河
川
な
ど
に
粗
大
ご
み
や

産
業
廃
棄
物
な
ど
を
捨
て
る
場

合
の
主
に
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
不
法
投

棄
対
策
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
、
看

板
の
設
置
、
排
出
者
を
特
定
す

る
た
め
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
悪
質
な
も
の
は

警
察
と
連
携
し
て
処
置
を
と
っ

て
い
ま
す
。

〜
シ
リ
ー
ズ
Ｑ
＆
Ａ
〜

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　

来
年
４
月
か
ら
南
河
内
・
国

分
寺
地
区
で
実
施
さ
れ
る（
石
橋

地
区
は
実
施
済
み
）、
プ
ラ
容
器

包
装
の
分
別
等
に
関
す
る
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
弁
当
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
容
器

な
ど
、
汚
れ
て
い
る
も
の
は
洗

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

Ａ
汚
れ
た
ま
ま
で
は
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
汚
れ
て
い

る
物
は
軽
く
水
で
す
す
い
で
く

だ
さ
い
。
汚
れ
が
落
と
し
づ
ら

い
も
の
は
、
洗
剤
を
使
っ
て
ま
で

洗
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

燃
や
せ
る
ご
み
で
お
出
し
く
だ

さ
い
。

Ｑ
菓
子
袋（
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な

ど
）や
薬（
錠
剤
）に
、
銀
色
の
ア

ル
ミ
ホ
イ
ル
の
よ
う
な
素
材
が

使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
プ
ラ
容
器
包
装
へ
出
し

て
も
い
い
で
す
か
？

Ａ
ま
ず
、
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い

て
い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
付
い
て
い
て
汚
れ
て
い
な
け

れ
ば
プ
ラ
容
器
包
装
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
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小学校低学年の部 小学校高学年の部

　

ご
み
減
量
化
と
環
境
へ
の
負

担
が
少
な
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
、
夏
休
み
の
こ
ど
も

た
ち
を
対
象
に
「
使
用
済
小
型

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
合
計

１
６
４
点
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の

方
が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、

入
賞
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
入
賞
者　
　
　
　

 （
敬
称
略
）

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

・
最
優
秀
賞

　

鈴
木
知
里
（
薬
師
寺
小
３
年
）

・
優
秀
賞

　

谷
田
貝
莉
子（
吉
田
西
小
１
年
）

　

三
浦
向
陽
（
薬
師
寺
小
２
年
）

・
佳
作

　

福
田
早
希
（
国
分
寺
小
３
年
）

　

長
谷
川
円
（
古
山
小
３
年
）

　

谷
田
貝
美
桜（
吉
田
西
小
３
年
）

　

粂
川
未
知
（
古
山
小
２
年
）

　

武
笠
里
咲
（
国
分
寺
小
３
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

・
最
優
秀
賞

　

髙
梨
薫
（
薬
師
寺
小
５
年
）

・
優
秀
賞

　

直
井
彩
音
（
薬
師
寺
小
６
年
）

　

神
谷
春
陽
（
国
分
寺
小
６
年
）

・
佳
作

　

廣
江
駿
利
（
石
橋
北
小
５
年
）

　

伊
藤
拓
真
（
石
橋
小
５
年
）

　

海
老
原
百
咲（
国
分
寺
小
５
年
）

　

清
水
康
平
（
古
山
小
６
年
）

　

上
野
花
菜
（
薬
師
寺
小
５
年
）

分
別
の
徹
底
を
！

　

不
適
正
な
分
別
排
出
に
よ
り
、

ご
み
収
集
車
に
火
災
事
故
が
起

こ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
適

正
分
別
・
適
正
排
出
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
行
政

カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭
ご
み
の
正

し
い
分
け
方
・
出
し
方
」
を
よ

く
確
認
し
、
次
の
事
を
必
ず
守
っ

て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
小
型
家
電
製
品
・
コ
ン
ロ

　

火
花
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
池
は
必

ず
外
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ラ
イ
タ
ー

　

使
い
切
っ
て
か
ら
ガ
ス
を
抜

い
て｢

有
害
ご
み｣

の
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
プ
レ
ー
缶
・
卓
上
コ
ン
ロ

の
ガ
ス
ボ
ン
ベ

　

中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
、

市
販
の
穴
開
け
器
な
ど
で
穴
を

開
け
て｢

有
害
ご
み｣

の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み

は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
は
出
せ
ま
せ
ん
！

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
以
外
は

す
べ
て
事
業
所
ご
み
で
す
。
飲

食
店
や
店
舗
、
事
務
所
な
ど
か

ら
で
る
ご
み
（
一
般
廃
棄
物
）
は
、

一
般
家
庭
用
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の

ご
み
は
事
業
者
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
適
正
に
処
理
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。
事
業

者
の
皆
様
に
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
よ
り
処
理
さ
れ
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者
に
委
託
す
る

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
許
可

業
者
と
契
約
し
、
排
出
す
る

方
法
で
す
。
排
出
曜
日
・
時
間
、

排
出
場
所
、
排
出
方
法
な
ど
は
、

許
可
業
者
と
相
談
の
う
え
取
り

決
め
て
く
だ
さ
い
。（
収
集
許
可

業
者
に
つ
い
て
は
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
自
ら
処
理
施
設
に
搬
入
す
る

　

事
業
者
が
自
ら
市
の
処
理
施

設
等
に
運
ん
で
処
理
す
る
場
合

は
、
適
正
な
分
別
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
下
野
市
ご
み
減
量
化
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
が
決
定

最優秀賞最優秀賞
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ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
で
！

　

市
で
は
、「
下
野
市
環
境
美
化

条
例
」
に
よ
り
、
空
き
缶
や
タ

バ
コ
等
の
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
は
不
法
投
棄
で
あ

り
、
犯
罪
で
す
。
ま
た
、
歩
き

タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
は
、

火
傷
や
火
災
の
原
因
と
な
る
非

常
に
危
険
な
行
為
で
す
。
ご
み

は
責
任
を
持
っ
て
ゴ
ミ
箱
に
捨

て
、
タ
バ
コ
は
指
定
さ
れ
た
場

所
で
吸
い
ま
し
ょ
う
。　

　

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。ト

イ
レ
の
汲
み
取
り
・

浄
化
槽
の
清
掃
は
お
早

め
に（
年
末
年
始
）

　

12
月
29
日
㈫
か
ら
1
月
３
日

㈰
ま
で
、
し
尿
処
理
場
が
閉
場

（
お
休
み
）
の
た
め
、
汲
み
取
り

業
者
に
よ
る
汲
み
取
り
・
清
掃

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

年
内
中
の
汲
み
取
り
・
清
掃

を
お
考
え
の
方
は
お
早
め
に
契

約
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

通
し
が
悪
く
な
る
こ
と
で
、
交

通
事
故
の
原
因
に
な
る
。

④
雑
草
の
花
粉
に
よ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
に
な
る
。

　

特
に
、
冬
期
に
は
立
ち
枯
れ

て
枯
れ
草
火
災
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
周
辺

住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、

所
有
者
の
方
は
、
定
期
的
に
雑

草
の
除
去
を
す
る
等
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

僕
た
ち
を
放
し
飼
い
に

し
な
い
で
！

　

飼
い
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る

と
、
人
や
物
に
危
害
を
与
え
か

ね
ま
せ
ん
。
犬
に
と
っ
て
も
、
交

通
事
故
に
あ
う
お
そ
れ
が
あ
り

大
変
危
険
で
す
。
犬
は
必
ず
つ

な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

散
歩
の
時
も
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

猫
の
飼
い
主
さ
ん
に
も
お
願

い
で
す
。
飼
い
猫
は
屋
内
飼
育

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ご
近
所
へ

の
ふ
ん
尿
な
ど
の
被
害
防
止
や
、

交
通
事
故
な
ど
の
危
険
か
ら
猫

を
守
る
た
め
に
大
変
有
効
で
す
。

　

ご
近
所
か
ら
あ
な
た
の
犬
・

猫
が
好
か
れ
る
た
め
に
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
配
信

　

メ
ー
ル
配
信
を
登
録
さ
れ
た

方
に
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注

意
報
ま
た
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５
注
意

喚
起
情
報
が
出
さ
れ
る
と
そ
の

情
報
が
自
動
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
す
る
場
合
は
、
左
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、

左
記
ア
ド
レ
ス
へ
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
画

面
へ
の
リ
ン
ク
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
付
与

さ
れ
た
メ
ー
ル
が
返
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
画
面
の
指
示
に
従
っ

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

bousai.tochigiken-entry@
sg-m

.jp空
き
地
の
雑
草
は
刈
り

取
り
ま
し
ょ
う

　

空
き
地
の
管
理
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
な
い
と
、
次
の
よ
う
な

生
活
環
境
の
悪
化
を
招
き
ま
す
。 

①
粗
大
ご
み
な
ど
を
不
法
投
棄

さ
れ
や
す
く
な
る
。

②
害
虫
の
発
生
場
所
に
な
る
。

③
交
差
点
な
ど
の
角
地
で
は
見

微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ

Ｍ
２
・
５
）の
注
意
喚
起

に
つ
い
て

　

栃
木
県
で
は
、
県
内
の
Ｐ
Ｍ

２
・
５
濃
度
の
１
日
あ
た
り
の

平
均
値
が
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム

（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
）を

超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、

注
意
喚
起
情
報
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

■
注
意
喚
起
情
報
が
出
た
ら

・
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い

運
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
を
で
き
る
だ
け
控
え
ま

し
ょ
う
。

・
屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓

の
開
閉
を
必
要
最
小
限
に
し
ま

し
ょ
う
。

※
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
方
、
子
供
や
高
齢
の
方

な
ど
は
、
体
調
に
応
じ
て
、
よ

り
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

■
Ｐ
Ｍ
２
・
５
や
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
に
つ
い
て
知
り
た
い

　

栃
木
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
と
ち
ぎ
の
青
空
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

：h
ttp
://w

w
w
.p
ref.

tochigi.lg.jp/d03/eco/
kankyou/hozen/ aozora.
htm
l

（
パ
ソ
コ
ン
）

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の　
『
譲
り
た
い
』　
『
譲
っ

て
ほ
し
い
』　

情
報
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド
・
女
子
運
動
靴

（
23
・
５
㎝
黒
色
）・
県
立
高
校
男
子
学

生
服
（
冬
用
１
７
０
㎝
）・
子
供
用
自

転
車
（
16
イ
ン
チ
）

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
ピ
ア
ノ
の
補
助
台
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ

ク
（
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
）・
子
供
用
自
転
車

（
20
〜
22
イ
ン
チ
）・
登
山
用
雨
具
（
子
ど

も
用
）・
卓
上
の
ミ
シ
ン
・
タ
ー
プ
テ
ン
ト
・

女
児
服
（
１
０
０
㎝
）・
男
児
服
（
95
〜

１
０
０
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制
服
（
女
児

１
３
０
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制
服
（
男
児

１
２
０
㎝
）・「
バ
イ
キ
ン
マ
ン
」「
だ
だ

ん
だ
ん
」
の
お
も
ち
ゃ
・
登
山
用
雨
具
（
子

ど
も
用
１
２
０
〜
１
４
０
㎝
）・
登
山
用

雨
具
（
大
人
女
性
用
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
登
山

靴
（
子
ど
も
用
20
、
21
㎝
）・
子
ど
も
用

ス
ー
ツ
（
男
子
用
１
３
０
㎝
）
お
む
つ
カ

バ
ー
・
南
河
内
第
２
中
学
校
制
服
（
女
子

用
Ｌ
サ
イ
ズ
）・
卓
上
ミ
シ
ン
・
三
本
ロ
ー

ラ
ー
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
冷
蔵
庫
・

レ
コ
ー
ド
再
生
本
体
・
リ
フ
レ
の
水
着（
女

児
１
４
０
㎝
）・
女
児
水
着
（
１
３
０
㎝
）・

国
分
寺
東
小
学
校
体
操
着
（
上
下
１
４
０

㎝
）・
鉄
棒
・
玩
具
（
シ
ル
バ
ニ
ア
フ
ァ

ミ
リ
ー
）・
玩
具
（
こ
え
だ
ち
ゃ
ん
）・
玩

具
（
プ
ラ
レ
ー
ル
）・
栃
木
商
業
高
等
学

校
女
子
制
服
一
式

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
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パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

　

○
１
月
11
日
㈪

　

○
２
月
１
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度

第
１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

○ 
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科

目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修

石
橋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

栃
木
県
優
良
団
体
を
受
賞

　

10
月
20
日
㈫
に
、
栃
木
県

公
館
に
お
い
て
、
平
成
27
年

度
教
育
功
労
者
、
優
良
学
校

お
よ
び
優
良
団
体
の
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
野
市
で
は
、
多
年
に
わ

た
る
社
会
教
育
活
動
が
認
め

ら
れ
、
優
良
団
体
と
し
て
石

橋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表彰式の様子渡辺PTA会長

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ　

１
月
講
座

受
講
生
募
集

　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
、
持
ち
運
び
が
で

き
、
パ
ソ
コ
ン
よ
り
手
軽
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
、
ま
た
、

動
画
を
見
た
り
、
音
楽
を
聴
い
た

り
、
実
際
に
写
真
や
ビ
デ
オ
を
撮

影
・
編
集
し
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

楽
し
い
ア
プ
リ
の
活
用
を
学

習
し
、
情
報
化
社
会
へ
の
参
加
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

【
午
前
の
部
】

　

○
入
門
コ
ー
ス（
定
員
13
名
）

【
午
後
の
部
】

　

○
入
門
コ
ー
ス（
定
員
13
名
）

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
も
し
く
は
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

を
お
持
ち
の
方
優
先

■
日
時　

１
月
18
日
㈪・25
日
㈪・

２
月
１
日
㈪
・
８
日
㈪

【
午
前
の
部
】

　

10
時
〜
12
時

【
午
後
の
部
】

　

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
毎
週
月
曜
日　

各
４
回
）

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
初
め
て
の
方
、
ま
た
は
活
用
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
方

■
受
講
料　

４
，０
０
０
円

(

テ
キ
ス
ト
代
を
含
む)

１
月
18
日
㈪
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
※
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
シ
ニ
ア
セ

ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

■
申
し
込
み
方
法

　

１
月
４
日
㈪
午
前
９
時
〜

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
水
曜
日
・
日
曜
日
を
除

く
）

　

な
お
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１

生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
ま
す
。

○ 

18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学

試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以

上
在
学
し
て
、
１
２
４
単
位

を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学

士（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で

き
ま
す
。

○ 

一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

び
た
い
方
に
は「
放
送
大
学

エ
キ
ス
パ
ー
ト
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
出
願
期
間　

第
１
回
は
２
月

29
日
㈪
ま
で
、
第
２
回
は
３
月

20
日
㈰
ま
で
。

　

資
料
は
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
２

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

http://www.ouj.ac.jp
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国
分
寺
公
民
館
で
の
開
会

式
を
皮
切
り
に
、
今
年
も
そ
れ

ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
は
「
栃
木
と
方
言

と
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
嶋　

均
三
氏
に
よ
る
文
化
講
演
会
が

行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

笑
い
が
ま
き
お
こ
り
ま
し
た
。

　

グ
リ
ム
の
館
で
は
茶
華
道
、

書
道
、
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

で
は
絵
画
や
工
芸
な
ど
多
く
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
舞
台
部
門

で
は
民
謡
、舞
踊
、吟
詠
、ダ
ン
ス
、

歌
謡
、
ロ
ッ
ク
な
ど
幅
広
い
音

楽
が
世
代
を
超
え
て
奏
で
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
終
日
の
11
月
３
日
の
グ
リ

ム
♪
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
は
、

栃
木
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
迫

力
あ
る
生
演
奏
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
パ
ト
ロ
ー
ル
」
が
お
こ
な
わ
れ
、

ま
た
舞
台
部
門
で
は
コ
ー
ラ
ス
、

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
の

発
表
が
あ
り
、
来
場
者
か
ら
好

評
を
得
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
抽
選
会
も
お
こ
な
わ
れ
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

■
採
用
期
間　

平
成
28
年
４
月

１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

■
報
酬

　

月
額
15
万
円（
交
通
費
を
含
む
）

■
主
な
仕
事　

各
施
設
の
窓
口

業
務
。
各
種
講
座
等
の
企
画
・

運
営
等
。
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
自
主
活
動
団
体
の
活

動
支
援
。

■
試
験
日
時　

平
成
28
年
２
月

29
日
㈪
午
前
９
時

■
試
験
内
容　

作
文
・
面
接
試
験

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
書
類
を
添

え
て
生
涯
学
習
文
化
課
ま
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈫
〜
平
成
28
年
１

月
８
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
必
要
書
類

①
受
験
申
込
書

　

生
涯
学
習
文
化
課
・
公
民
館
・

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

②
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
写

真
貼
付

■
合
否
発
表　

平
成
28
年
２
月

下
旬
に
合
否
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

※
勤
務
先
は
３
月
下
旬
に
決
定

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

文
化
講
演
会（
嶋　

均
三
氏
）

栃
木
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

舞
台
部
門（
芸
能
の
祭
典
Ⅱ
）

下
野
市
社
会
教
育
指
導
員

募
集
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
度
に
市
内
の
公
民

館
等
で
、
社
会
教
育
指
導
員
と

し
て
市
民
の
学
習
活
動
の
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格

⑴
昭
和
26
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

⑵
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴

を
有
す
る
人

⑶
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
有

し
、
５
年
以
上
官
公
署
、
ま
た

は
社
会
教
育
関
係
団
体
に
お
い

て
社
会
教
育
に
関
係
の
あ
る
職

に
あ
っ
た
人

②
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状
を

有
し
、
５
年
以
上
教
育
に
関
す

る
職
に
あ
っ
た
者
で
社
会
教
育

主
事
の
資
格
の
あ
る
人

③
そ
の
他
社
会
教
育
に
係
る
活

動
経
験
が
あ
り
①
、
②
に
掲
げ

る
者
に
相
当
す
る
経
験
が
あ
る

と
教
育
委
員
会
が
認
め
た
人

⑷
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

⑸
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

■
勤
務
場
所　

市
内
公
民
館
・

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
勤
務
時
間　

月
13
日
（
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

〜
あ
り
が
と
う
！
10
周
年
。
つ
な
げ
よ
う
！
下
野
の
文
化
。
〜

下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
５

「
グ
リ
ム
の
森 

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
」

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
に

あ
わ
せ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
名
曲

を
演
奏
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
を
交
え
た
楽
器

紹
介
も
あ
り
、
観
客
も
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
め
る
公
演
で
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
25
日
㈮

午
後
３
時
30
分
開
場
、
午
後
４

時
開
演

■
場
所　

グ
リ
ム
の
館

■
出
演

　

石
橋
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０
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ＱＲコード

利用案内
■12月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　http://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

　　南河内図書館　　
■冬のお楽しみ会（クリスマス会）
12月５日㈯　午前10時30分～
場　所：南河内公民館　１階視聴覚室
ブラックシアターなど。サンタさんも来るよ！
■読書会
12月12日㈯　午前10時～
テキスト／三島 由紀夫 著「命売ります」
■親と子のクリスマスカード作り教室
12月12日㈯　午前10時～正午
場　所：南河内公民館２階 会議室
定　員：市内在住の小・中学生と保護者15組
■子どもの切り紙はり絵教室
１月16日㈯　午前10時～正午
定　員：小学校4年生～中学生 　20名
※12月15日㈫より受付け開始

　　石橋図書館　　
■下野学歴史講座「薬師寺について」
12月５日㈯ ・12日㈯　午後２時～
定　員：各24名 ※要申し込み
■おはなし会
12月５日㈯　午前11時～
※クリスマスツリーの飾り付けあり
12月19日㈯　午後２時～ クリスマス会特別版
■読書会
12月９日㈬　午前10時～
テキスト／立松 和平 著「ふたつの太陽」
■キャンドルづくり
12月12日㈯　午前10時30分～正午
定　員：小学生限定12名　※要申し込み
本の読み聞かせもあります。
■工作会「クリスマスブーツをつくろう☆」
12月13日㈰　午後２時～
定　員：15名（先着順）※申し込み不要
■乳幼児向けちいさなおはなし会
12月21日㈪　午前10時30分～
■新聞コラム書き写し　※申し込み不要
12月21日㈪　午前10時～ 11時30分

　　国分寺図書館　　
■新聞コラム書き写し
12月４日㈮・18日㈮　午前９時～
◎４日は書き写しの後10時から講座を行います
タイトル：今年こそペン字で年賀状　その２
講　師：井上 幸枝 先生
定　員：20名（※要申し込み／参加無料）
■集まれ！図書館探検隊員
12月５日㈯　午後２時～３時
内　容：館内見学・貸出体験・宝探し
定　員：小学生限定20名　※要申し込み
■お話ポケットの会のクリスマス会

12月12日㈯　午後２時～
パネルシアターなど。サンタさんも来るよ！
■読書会
12月19日㈯　午前10時～
テキスト／瀧澤美恵子 著「ネコババのいる町
で」
■クリスマスコンサート　琴とフルートの共演
12月19日㈯　午後1時30分～
出　演：箏・樹陽会、フルート・寺内京子さん
定　員：20組（※要申し込み／参加無料）
■自治医大学生による心肺蘇生法講習会
12月19日㈯
１回目：午後４時～／２回目：午後５時30分～
定　員：各回20名　※要申し込み
■スタッフによるお楽しみ会
12月26日(土)　午前10時30分～

 下野市立図書館(3館)からのお知らせ 
◆合同企画／ぬいぐるみのおとまり会
石　橋…12月23日(祝・水)・24日㈭ 
南河内…１月23日㈯・24日㈰
国分寺…２月６日㈯・７日㈰
定　員：小学生以下・各館15名（先着順）
☆石橋は現在受付け中、南河内は12月５日㈯
より受付け開始します。詳細は各館内ポスター、
ホームページ等をご覧ください。
◆年末年始休館のお知らせ
南河内…12月28日㈪～１月４日㈪
石　橋…12月30日㈬～１月３日㈰
国分寺…12月30日㈬～１月４日㈪
◆新春企画／本のお楽しみ袋（３館で実施）
どんな本が入っているか借りてからのお楽し
み！各館、新年初日からスタート！（数量限定）

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
あこがれ（石） … 川上 未映子
　 人生のとても柔らかな場所をそっと照らし出す物
語。いちばん大切な人に贈りたい長篇小説。

自画像（石） … 朝比奈 あすか
不愉快犯（南） … 木内 一裕
「身体」を忘れた日本人（南） … 養老 孟司
人間の分際（国） … 曽野 綾子
Ｋｉｌｌｅｒｓ(上・下) （国） … 堂場 瞬一
＜児童書＞
まほうのれいぞうこ（石） … たかおか まりこ
14歳からの宇宙論（石） … 佐藤 勝彦
秘密（南） … 小林 深雪
そおっとそおっとね（南） … たんじ あきこ
べんり屋、寺岡の冬。（国） … 中山 聖子
ニレの木広場のモモモ館（国） … 高楼 方子

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館ど
　こでも貸出（貸出中は予約）が可能です

Library Inform
ation
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

読書人

12 月はいつにも増して食生活が乱れがち。
そんな時にはこの本をどうぞ。老若男女関係
なくお薦めの一冊。　　　　　　　　　（石）

おみくじを引くときは誰もが真剣。まさかお
みくじの箱の中ではあんなことが起きていた
なんて！家族で初詣に来た男の子がおみくじ
を引くと…　　　　　　　　　　　　　（南）

お正月、おばあちゃんの家に行ったきみちゃ
んは、いろいろなお雑煮に出合う。みそ味や
しょうゆ味、野菜がいっぱい入ったお雑煮。
どのお雑煮もおいしそう。　　（南・石・国）

おぞうにくらべ

宮野 聡子 作
講談社

おみくじ

きた あいり 作
ＢＬ出版

食生活が乱れが
ちな人のための
新しいヘルシー
献立帖

村田 裕子 著
池田書店

大晦日の夜に宝くじ 2億円に当たった主人
公の人生は激変する。職場と家族と恋人と―
彼は何を失い、何を得られるのか。もしもあ
なたが2億円当たったらどうする？　　（南）

せっかくのお掃除ですから福を呼び込んで新
年を迎えるコツを今のうちに身に付けましょ
う！絵も多いので楽しく読める。　　　（石）

日本初の男の着物専門店「銀座もとじ」店主
が、選び方から着つけ・粋な着こなし・手入
れまで、着物を楽しむために知っておきたい
情報をやさしく解説する。　　　　　　（国）

今日から始める
男の着物

泉二 弘明 著
ＰＨＰ研究所

貧乏神撃退！
福を呼び込むお
掃除術

きさいち 登志子 著
ＪＴＢパブリッシング

宝くじが
当たったら

安藤 祐介 著
講談社

簡単おせちと
ごちそうレシピ

堀江 ひろ子 著
主婦の友社

定番のおせちや、洋風・中華風・韓国風おせちを紹介。
重箱の詰め方や盛り付けのアレンジ方法もあり、初心者
でも、忙しくても作れるレシピ本。おつまみやデザート
の作り方も掲載。　　　　　　　　　　　　　　（石・国）

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【(南)＝南河内　(石)＝石橋　(国)＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をかけていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

　南河内図書館 ☎48-2395　石橋図書館 ☎52-1136　国分寺図書館 ☎44-3399

今月のテーマ
年末年始特集

今年も早いもので、もう師走です。毎
月テーマを決めて様々な本を紹介して
きましたが、今年最後のテーマは「年
末年始特集」です。
小説、料理、生活、絵本など様々
な分野から、この時期にふさわし
い内容の本をご紹介します。

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.12
29



Let’s SPORTSLet’s SPORTS

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当　

平
川

　
☎
０
９
０（
２
５
６
３
）４
７
９
８

　

（
53
）７
８
５
６

　

nori.10.21.hiram
e@

docom
o.ne.jp

平
成
27
年
度
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
募
集

　

初
心
者
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
輪
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　

平
成
28
年
２
月
14
日
㈰

■
場
所　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

小
学
５
年
生
以

上
（
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴
）

１
名
か
ら
の
参
加
も
チ
ー
ム
で

の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
参
加
料　

１
人
３
０
０
円
、

参
加
賞
は
全
員
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
参
加
申
込

　

１
月
８
日
㈮
ま
で
に
所
定
の

用
紙
に
記
入
し
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
又
は
協
会
事
務
局
へ

フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

　

１
，０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

　

参
加
費
は
当
日
会
場
に
て

■
申
し
込
み

　

12
月
21
日
㈪
午
前
９
時
〜
１

月
22
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
、
南
河
内
体
育

セ
ン
タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
の
窓

口
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
各
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可

（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

■
申
し
込
み
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

（
52
）１
１
６
０

■
そ
の
他

・
参
加
者
は
必
ず
ゼ
ッ
ケ
ン
着

用・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
平
成
28
年
１

月
22
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
と
し

ま
す
。

※
寒
い
時
期
の
開
催
と
な
り
ま

す
の
で
温
ま
る
豚
汁
サ
ー
ビ
ス

有
り
ま
す
。

体
育
協
会

　

卓
球
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

理
事
長　

水
越

　

☎（
44
）２
３
８
２

　

午
後
10
時
〜
11
時

第
10
回
下
野
市
オ
ー
プ
ン

ペ
ア
卓
球
大
会
を
開
催

し
ま
す

■
日
時

　

平
成
28
年
２
月
14
㈰

　

午
前
９
時
集
合

　

９
時
30
分
開
始

■
場
所

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

下
野
市
及
び
近
隣
の
中
学
生

以
上
の
男
女

■
内
容
・
種
目

・ 

硬
式
ペ
ア
団
体
戦　
（
①
混
合

Ｗ
②
女
子
Ｓ　

③
男
子
Ｓ
）

・ 

ラ
ー
ジ
ペ
ア
団
体
戦
（
①
混

合
Ｗ
②
女
子
Ｓ　

③
男
子
Ｓ
）

　

ペ
ア
は
当
日
会
場
に
て
抽
選

・
試
合
方
法

　

硬
式
（
11
本
）
５
セ
ッ
ト

会
場
都
合
で
３
セ
ッ
ト
に
変
更
有

　

ラ
ー
ジ
（
11
本
）
３
セ
ッ
ト

硬
式
／
ラ
ー
ジ
共
５
〜
６
ペ
ア

で
の
団
体
リ
ー
グ
戦

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
グ
リ
ム
の
里

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

担
当
：
黒
川

　

☎（
52
）１
１
８
２

　

月
・
水
・
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

キ
ッ
ズ
教
室（
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
）参
加
者
募
集

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

■
講
師　

草
川
奈
津
子
先
生

■
日
時　

平
成
28
年
１
月
９
日

〜
30
日　

２
月
６
日
〜
27
日　

３
月
５
日
〜
12
日
（
毎
週
土
曜

日　

全
10
回
）
午
前
10
時
〜
正

午■
場
所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

石
橋
地
区
内
の
小
学

３
〜
６
年
生

■
参
加
費　

４
，０
０
０
円

■
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

１
月
８
日
㈮
午

前
９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
け
は
致
し
ま
せ
ん
。

※
児
童
の
送
迎
は
各
自
で
お
願

い
し
ま
す
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.12
30



活　

躍　

発　

表

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
日
本
ハ
イ
シ
ニ
ア
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

　

10
月
23
日
〜
25
日
に
群
馬
県

伊
勢
崎
市
で
行
わ
れ
た
、
第
10

回
全
日
本
ハ
イ
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
、
下
野
国
分
寺

ハ
イ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
栃
木
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
65
歳
以
上
の
選
手
の

み
が
出
場
で
き
、
下
野
国
分
寺

ハ
イ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
平
均
年

齢
約
70
歳
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で

県
大
会
優
勝
を
果
た
し
、
全
国

大
会
で
も
健
闘
し
ま
し
た
。
健

康
に
留
意
し
て
、
今
後
も
よ
り

一
層
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

★
下
野
市
委
託
事
業

親
子
ス
キ
ー
教
室
参
加

者
募
集

　

現
地
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
２

名
が
午
前
中
指
導
し
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
28
年
１
月
31
日
㈰

　

午
前
５
時
30
分
南
河
内
公
民

館
駐
車
場
出
発

■
場
所　

た
か
つ
え
ス
キ
ー
場

■
対
象
者　

市
内
在
勤
在
住
の
方

■
参
加
費

　

大
人　
　
　

  

６
，０
０
０
円

　

小
学
生
以
下　

５
，０
０
０
円

※
リ
フ
ト
券
・
昼
食
代
込
み

※
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

■
定
員　

40
名
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

12
月
７
日
㈪
受
付
開
始
（
参

加
費
を
添
え
・
所
定
の
申
込
用

紙
に
記
入
）

※
平
成
28
年
１
月
25
日
以
降

キ
ャ
ン
セ
ル
は
料
金
が
発
生
し

ま
す
。

未
就
園
児
親
子
体
操
教
室

３
ｒ
ｄ
シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

　

子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
い
を

通
じ
て
自
主
性
を
育
て
、
養
育

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
人
気
で
す
。

■
日
時

　

平
成
28
年
１
月
18
・
25
日
・
２
月

１
・
８
・
15
・
22
日
・
３
月
７
・
14
日

（
月
曜
日　

全
８
回
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館

■
募
集
対
象

　

開
催
中
に
２
歳
に
な
る
幼
児

〜
未
就
園
児
20
組
程
度

■
参
加
費
（
８
回
分
）

　

会
員　
　

３
，６
０
０
円

　

会
員
外　

４
，０
０
０
円

　

幼
児
の
み
保
険
加
入

■
受
付
期
間

　

12
月
９
日
㈬
受
付
開
始

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
ク
ラ
ブ
事
務
局
窓
口
で
参
加

費
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

担
当
：
近
藤
敬
子

　

☎（
44
）０
８
４
９

　

 

火
・
水
・
木
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
事
務

局　

☎（
48
）５
４
０
１

（
土
・
日
曜
・
祝
・
祭
日
除
く
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
）

２
０
１
５
栃
木
県
空
手
道
大
会

　

９
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
空

手
大
会
に
お
い
て
次
の
よ
う
な

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

小
学
４
年
組
手
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
部　

第
３
位

　

新
井
龍
臣
（
石
小
４
年　

極
真

会
館
栃
木
県
南
支
部
雀
宮
道
場
）

国
際
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

８
月
17
・
18
日
に
韓
国
ア
サ

ン
市
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
お

い
て
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
受
賞
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

阿
野
真
拓（
南
河
内
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

２
０
１
５
栃
木
県
空
手
道

大
会
・
思
川
杯

　

右
の
大
会
に
お
い
て
次
の
よ

う
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
型
の
部

小
学
２
・
３
年
生
青
帯
以
下

　

３
位　

内
藤
麻
緒
（
古
山
小
）

小
学
４
・
５
年
生
緑
帯
以
上

　

優
勝　

内
藤
麻
琴
（
古
山
小
）

小
学
６
年
生
緑
帯
以
上

　

入
賞　

江
戸
哲
心
（
薬
小
）

■
組
手
の
部

小
学
５
年
の
部

　

準
優
勝　

中
野
佑
月
（
古
山

小
）

小
学
２
年
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

準
優
勝　

江
戸
愛
菜
（
薬
小
）

　

３
位　

吉
野
総
一
郎
（
古
山

小
）

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.12
31



タ
ス
キ
が
繋
が
り
ま
し
た
！

タ
ス
キ
が
繋
が
り
ま
し
た
！

タ
ス
キ
が
繋
が
り
ま
し
た
！

みきチン(斉藤美貴)
パーソナリティ！
毎朝のカフェオレがアイス
からホットに変わり体を温
めています♪

しもサタ
 　コーナー

紹介♥

ミサミサ（日暮美沙子）
リポーター2号！
冬生まれなのに寒さに弱
い。美味しいもの食べて
冬眠したい。
趣味はコスプレです！

ミッシー(渡辺美潮)
リポーター１号！
友達の結婚式行ってき
ました！幸せわけても
らいました♥
ミッシーはいつ…？

10月はハロウィンでしたね！
しもサタトリオはこんな事をしてました♪
３人でハロウィン仮装をしてパーティー！
ミッシーは「ゆうがおランタン」制作！

＼しもサタトリオのプロフィール／

真剣な様子の
ミッシー！

どんな作品が

出来るのかな？

ドキドキ( ‘o’)
ました 幸せわけ
らいました♥
ミッシーはいつ…

ドキドキ( ‘o’)

ランタ
ン完成！

ランタ
ン完成！

ランタ
ン完成！

ランタ
ン完成！

粂川さん色も塗って上手にできました！
指導してくださった粂川さんのオバケランタンも一緒に♪
色も塗って上手にできました！
指導してくださった粂川さんのオバケランタンも一緒に♪
色も塗って上手にできました！
指導してくださった粂川さんのオバケランタンも一緒に♪

KENZさん

いき子さん

松本さん

　このコーナーは下野市をタスキで繋いでいこうというコーナーです。
例えば、お寿司屋さんがお勧めするおいしいケーキ屋さんケーキ屋さんがお勧め
する癒しスポット…と取材先から次の取材先をご紹介頂くスタイルで、その道の
プロがお勧めする美味しい物、素敵な場所をタスキで繋いでいきます。
　前回は自治医大駅近くの美容室にお邪魔しました!
　オーナーＫＥＮＺさんが繋いでくださったのは、同業者であり同級生の松本さ
んが働いているという国分寺地区にある美容室。お互い切磋琢磨しながら、美容
師としてお仕事をされているお二人はとっても素敵でした！松本さんは親子で
営業をしていて、お母様のいき子さんにもお話をお伺いすることができました。
人と人の繋がりって素晴らしいですね♪
余談ですが、走者が身に着けているタスキ、手作りなんですよ！！

HELLOWEEN PARTY!!

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.12
32
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タ
ス
キ
が
繋
が
り
ま
し
た
！

ランタ
ン完成！

ランタ
ン完成！

色も塗って上手にできました！
指導してくださった粂川さんのオバケランタンも一緒に♪

　生憎の雨ながら沢山の方が来場し
てくれた産業祭。この日初お披露目
となりますPepperは11月からシテ
ィプローモーション特命課長に就任
されました。市民の皆さんの前で緊張
する様子もなく堂々と挨拶する
Pepperさすがです（笑）
　そして下野市が生んたお笑い芸人永
井塁さんも登場してくださり、会場を大
いに盛り上げてくれました！しもサタコ
ーナーでは応援メッセージと聞いていたのに、み
きチンとみさみさからはミッションを発令され、
会場を走り回ったミッシーでした（笑）

　この日は晴天で会場内はたくさんの人で賑わっていました。
芋煮会といえば、北関東最大級の直径2.5mの大鍋で作る3000食の芋煮汁！！
　日本一の下野市産のかんぴょうもたっぷり入っています。
　里芋450k、豚肉100k、長ねぎ1200本など材料もすごい量です。
これを市の職員さん、組合員さん、ボランティ
アスタッフ総勢200人で早朝５時から調理して
お客様に配ります。
　会場には大鍋観覧台もあり調理している様子を
上から見ることができます。もくもくと立ち上が
る湯気に大きな鍋は見ごたえがありました。
そして、私達ももちろん食べてきましたぁ♪

ゴロゴロ入った大きな里芋に驚きながら熱々の芋煮汁を美味しくいただきました。

「しもサタ」のクイズは、毎月その月の最初の週にクイズをお出しして、その月の最終週に答え合わせをして当選者を決め
ています。クイズの応募期間は１週間になります。プレゼントは下野ブランド品を中
心にお送りしています。今月１2月は下野市にゆかりのある人を当てていただく「ク
イズこれはだれでしょう？」です！

今月のプレゼントは『しもつけ丼のペアチケット』です。
しもつけ丼は元気グルメ選手権の初代グランプリにも選ばれた、
しもサタイチオシグルメです！
しもサタより、クイズ正解者の中から抽選で５名の方に当選はがきをお送りします！
当選された方は道の駅しもつけにハガキを持参して、商品と引き換えになります。

１２月５日の放送を聞いて問題をチェックしてくださいね！
しもサタのブログにも問題を載せていますので、
ブログも要チェックですよ♪

しもサタブログURL
http://www.berry.co.jp/shimotsuke/
こちらのQRコードからもアクセスできます！

第18回　天平の芋煮会　11月１日㈰ 場所：天平の丘公園

第4回　下野市産業祭　in大松山公園

取材後記

(左)商工観光課の近藤さん　　　
(右)ミッシー
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な
い
場
合
は
、
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
な

い
だ
け
で
な
く
、
源
泉
徴
収
税
率
も
異
な

り
ま
す
。

○
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
送
付
に
つ
い
て

　

日
本
年
金
機
構
は
、
毎
年
、
所
得
税
の

課
税
対
象
と
な
る
方
に
、
「
扶
養
親
族
等

申
告
書
（
は
が
き
形
式
）
」
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
分
は
、
平
成
27
年
10
月
下
旬

よ
り
順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

提
出
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
い
た
場
合
で
も
遡
っ
て
源
泉
徴

収
税
額
を
再
度
計
算
し
ま
す
が
、
早
め
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
棄
損
ま
た

は
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

封
筒
に
入
れ
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
先

　

〒
１
１
９‒

０
２
２
０

　
　
　

東
京
都
杉
並
区

　
　
　
　

高
井
戸
西
３
丁
目
５
番
24
号

　
　
　

日
本
年
金
機
構　

宛

※
市
役
所
で
は
お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
平
成
28
年
分
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
」の
提
出
に
つ
い
て

・
老
齢
年
金
（
※
）
に
は
、
所
得
税
法
に

よ
り
、「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
に
は
税

金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
老
齢
年
金
と
は
、
老
齢
ま
た
は
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
い
い
ま
す
。

・
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
る
方
は
、「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
る
方
は
、
次

の
金
額
の
老
齢
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
方

で
す
。

　

１
．
65
歳
未
満
の
方
は
１
０
８
万
円
以
上

　

２
．
65
歳
以
上
の
方
は
１
５
８
万
円
以
上

・
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
提
出
さ
れ

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

　

年
金
事
務
所
な
ど
の
職
員
を
か
た
り
、

国
民
年
金
保
険
料
を
詐
取
さ
れ
る
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
現
金
を
支
払
わ
ず
に
、

「
日
本
年
金
機
構　

本
部
」

　
　

０
３‒

５
３
４
４‒

１
１
０
０

　
　
　

「
お
客
様
の
声
受
付
担
当
」
②
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
被
害
に
あ
っ
た
事
例
】

払
わ
な
い
と
差
し
押
さ
え
す
る
と
言
わ
れ

保
険
料
を
詐
取
さ
れ
た
事
例

　

年
金
事
務
所
の
職
員
を
名
乗
る
男
性
が
、

お
客
様
の
自
宅
を
訪
問
し
「
滞
納
し
て
い

る
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
わ
な
い
と
差

し
押
さ
え
す
る
」
と
言
わ
れ
、
お
客
様
は

男
性
に
現
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
際
、
後
日
送
付
す
る
と
言
わ
れ
た
領
収

書
が
届
か
な
い
た
め
年
金
事
務
所
に
照
会

し
た
と
こ
ろ
、
年
金
事
務
所
の
職
員
を
か

た
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
詐
取
で
あ
る

こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
市
役
所
等
の
委
託
事
業
者
を

か
た
る
者
に
保
険
料
を
詐
取
さ
れ
た
事
例

等
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

だ
ま
さ
れ
な
い
！

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
】

・
市
役
所
職
員
や
市
役
所
が
委
託
し
た
会

社
が
保
険
料
の
支
払
い
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
保
険
料
を

集
金
す
る
の
は
、
年
金
事
務
所
の
職
員

か
日
本
年
金
機
構
が
業
務
委
託
し
た
民

間
事
業
者
だ
け
で
す
。

・
日
本
年
金
機
構
が
発
行
し
た
写
真
つ
き

身
分
証
明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
年

金
事
務
所
の
職
員
や
日
本
年
金
機
構
が

業
務
委
託
し
た
民
間
事
業
者
が
、
国
民

年
金
保
険
料
の
支
払
い
を
お
願
い
す
る

た
め
に
、
お
客
様
の
自
宅
を
訪
問
す
る

場
合
は
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行
し
た

写
真
つ
き
身
分
証
明
書
を
携
行
し
、
訪

問
の
際
に
必
ず
提
示
し
ま
す
の
で
、
身

分
証
明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
料
の
支
払
い
に
は
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
し
た
保
険
料
納
付
書
が
必
要

で
す
。
日
本
年
金
機
構
が
業
務
委
託
し

た
民
間
事
業
者
が
、
国
民
年
金
保
険
料

を
お
預
か
り
す
る
場
合
は
、
日
本
年
金

機
構
が
お
客
様
に
送
付
し
た
保
険
料
納

付
書
が
必
要
で
す
。
お
客
様
が
保
険
料
納

付
書
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
、
業
務
を
委

託
さ
れ
て
い
る
民
間
事
業
者
も
保
険
料
を

お
預
か
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
領
収
証
書
は
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
お
客
様
の
自
宅
を
訪
問
し
て
国
民

年
金
保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
場
合
は
、

領
収
証
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
詐
取
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
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今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん
（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

地域公共交通総合連携計画パブコメ…P36

消費生活基本計画パブコメ…P36

男女共同参画社会づくり条例パブコメ…P37

障がい者週間…P39

『脳力アップ』教室…P45

月 火 水 木 金 土 日
12/1 2 3 4 5 6
世界エイズ
デー（11.14）

家族介護者交
流会（11.19）

育児相談
（12.15）

ドナルド・マクドナルド・
ハウス とちぎ オープンハ
ウス2015（11.38）
オカリナの集い（11.43）
知事と語ろう！とちぎ元
気フォーラム（10.43）

笑いヨガ（12.14）
みんなで外ごはん
（11.24）
ミックスダブルテニス大
会（11.31）
しもつけマーケット
（10.31）

7 8 9 10 11 12 13
みそ汁塩分測
定会（10.25）

司法書士相談
会（12.46）

とちぎジョブ
モール巡回相
談（11.47）
オカリナ入門
講座（10.45）
アコーディオ
ンによる歌声
（10.45）

総合計画市民説明会
（11.39）
人権教育講演会（11.24）
青島広志のおしゃべりコ
ンサート（11.37）

第7回定期歴史講座
（11.43）

14 15 16 17 18 19 20

けいご

健康教室
（12.18）
家族介護交流
会（12.18）

しもつけ風土記の丘資料
館冬のイベント（12.42）
エコキャンドルホルダー
作り（12.43）

笑いヨガ（12.14）
南河内地区一周駅伝大会
（10.13）

21 22 23 24 25 26 27
子育て巡回相
談（12.15）

スマートチャ
レンジ教室
（12.16）

行政書士相談
会（12.46）

みーちゃん

28 29 30 31 1/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

ともちゃん

11 12 13 14 15 16 17
天平マラソン
大会（10.12）
パソコン基本
操作相談会
（12.26）

育児相談
（12.15）

誕生日のみんな！
おめでとう

本場結城紬展示会（12･36） 

市役所閉庁日
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

イ
ベ
ン
ト

第
40
回
栃
木
県
本
場
結
城
紬
織
物

競
技
展
示
会
開
催
の
お
知
ら
せ

12/12・13
　
「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
」

に
登
録
さ
れ
た
伝
統
的
な
高
度
の

技
を
生
か
し
て
組
合
員
が
制
作
し

た
「
本
場
結
城
紬
」
を
一
堂
に
集

め
て
展
示
し
ま
す
。

　

糸
つ
む
ぎ
、
機
織
り
の
実
演
も

行
い
ま
す
。

■
日
時

・
12
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

・
12
月
13
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
場
所

　

道
の
駅
思
川
「
小
山
評
定
館
」

（
小
山
市
大
字
下
国
府
塚
25

－

１
）

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　
　

栃
木
県
本
場
結
城
紬

織
物
協
同
組
合

　

☎（
49
）２
４
３
０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り

快
適
な
移
動
が
可
能
な
公
共
交
通

機
関
の
維
持
・
充
実
を
目
指
し
、

下
野
市
地
域
公
共
交
通
会
議
の
委

員
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
「
下
野
市
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
（
案
）」
を
作
成
し
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

　

下
野
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の

場
所
で
文
書
閲
覧
が
可
能
で
す
。

①
安
全
安
心
課（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

②
石
橋
庁
舎
相
談
室（
１
階
ロ
ビ
ー
）

③ 

市
民
課
南
河
内
窓
口（
南
河
内

図
書
館
２
階
）

※ 

閲
覧
時
間
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

■
意
見
の
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈫
〜
28
日
㈪

※ 

郵
送
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合

も
12
月
28
日
㈪
午
後
５
時
15

分
必
着
で
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
郵
送

　

小
金
井
１
１
２
７
番
地

　

下
野
市
役
所　

安
全
安
心
課　

　

消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
あ
て

②
F
A
X

　

国
分
寺
庁
舎　

安
全
安
心
課

　

F
A
X
番
号（
40
）５
５
７
２

③
電
子
メ
ー
ル

　

 
anzenanshin@

city.
shim

otsuke.lg.jp

④
直
接
持
参

　

安
全
安
心
課（
国
分
寺
庁
２
階
）

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く

際
に
は
氏
名
（
※
）、
住
所
（
※
）、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

（
※
は
必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
明
記
の
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

　

市
で
は
、
消
費
者
行
政
に
係
る

取
り
組
み
を
具
体
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、
下
野
市
消
費
生
活
検

討
委
員
会
の
委
員
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
「
第
二
次
下
野

市
消
費
生
活
基
本
計
画（
案
）」
を

作
成
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

　

第
二
次
下
野
市
消
費
生
活
基
本

計
画
（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の

場
所
で
文
書
閲
覧
が
可
能
で
す
。

①
安
全
安
心
課（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

②
石
橋
庁
舎
相
談
室（
１
階
ロ
ビ
ー
）

③ 

市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内

図
書
館
２
階
）

※ 

閲
覧
時
間
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

■
意
見
の
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈫
〜
28
日
㈪

※ 

郵
送
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合

も
12
月
28
日
㈪
午
後
５
時
15

分
必
着
で
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
郵
送

　

小
金
井
１
１
２
７
番
地

　

下
野
市
役
所　

安
全
安
心
課　

　

消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
あ
て

②
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

国
分
寺
庁
舎　

安
全
安
心
課

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号（
40
）５
５
７
２

③ 

電
子
メ
ー
ル

　

 
anzenanshin@

city.
shim

otsuke.lg.jp

④
直
接
持
参

　

安
全
安
心
課（
国
分
寺
庁
２
階
）

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く

際
に
は
氏
名
（
※
）、
住
所
（
※
）、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

（
※
は
必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
明
記
の
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

下
野
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画（
案
）に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

第
二
次
下
野
市
消
費
生
活
基
本
計
画（
案
）に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

1

2
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　とちぎ食育推進大会2015において、
「企業組合らんどまあむ」がとちぎ地
産地消夢大賞（最優秀賞）に選ばれ、
10月24日に栃木県庁において表彰式が
行われました。
　とちぎ地産地消夢大賞とは、県内に
おいて地産地消活動に意欲的に取り組
んでいる優良な団体が表彰されます。
　企業組合らんどまあむの組合員は、
女性農業士、管理栄養士、調理師、ヘ
ルパーなど多様な人材が集まってお
り、それらの資格を活かし、安全安心な農産物の使用や栄養価表示に取り組み、健康的なバランスのよ
い食生活を応援しています。
　下野ブランド認定品「干瓢の八幡巻」は地元の特産品であるかんぴょうやごぼうなどをたっぷり使っ
た加工品で『道の駅しもつけ』に毎日出荷しています。日替わり弁当は、市内限定で宅配サービスを
行っています。
　また、市の委託事業として、週3回高齢者世帯の配食サービスと安否確認の業務をしています。
　地元に密着した様々な料理の提供や活動が評価されました。

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報
　

市
で
は
、
下
野
市
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
に
お
い
て
条
例
及

び
プ
ラ
ン
に
か
か
る
意
見
・
提
言

を
い
た
だ
き
、
原
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

　

下
野
市
だ
れ
も
が
輝
く
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
条
例
（
案
）

　

第
二
次
下
野
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の

場
所
で
文
書
閲
覧
が
可
能
で
す
。

① 

市
民
協
働
推
進
課（
国
分
寺
庁
舎
）

②
石
橋
庁
舎
相
談
室

③ 

市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内

図
書
館
２
階
）

※ 

閲
覧
時
間
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

■
意
見
の
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈫
〜
12
月
28
日
㈪

※ 

郵
送
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合

も
12
月
28
日
㈪
午
後
５
時
15

分
ま
で

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
閲
覧
場
所
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
り
ま

す
。

①
郵
送

　

〒
３
２
９

－

０
４
９
２

　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地

　

下
野
市
民
協
働
推
進
課
あ
て

②
（
40
）５
５
７
２

③
メ
ー
ル　

　

 
shim

inkyoudousuishin@
city.shim

otsuke.lg.jp

④
直
接
持
参

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
40
）５
５
８
５

3

企業組合らんどまあむがとちぎ地産地消夢大賞（最優秀賞）を受賞！

企業組合らんどまあむのメンバー

情報紙14号

下野ブランド認定品・干瓢の八幡巻 弁当の宅配サービス

「
下
野
市
だ
れ
も
が
輝
く
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
条
例（
案
）」及
び「
第
二
次
下
野
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン（
案
）」に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す

女
性
起
業
家
を
テ
ー
マ
に
し
た

男
女
共
同
参
画
情
報
紙
で
下
記

企
業
に
取
材
し
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
も
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
、
３
歳
未
満
の
在
宅
乳

幼
児
を
養
育
す
る
保
護
者
の
方
が
、

美
容
室
等
で
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や

冠
婚
葬
祭
、
通
院
等
の
た
め
に
お

子
様
を
一
時
的
に
預
け
た
い
と
き

に
保
育
園
を
利
用
で
き
る
「
育
児

マ
マ
・
パ
パ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用

券
」
を
無
料
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

保
育
園
等
（
認
可
外
保
育
施
設

や
児
童
福
祉
施
設
を
含
む
）
に
入

所
し
て
い
な
い
、
生
後
３
か
月
〜

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て

い
る
同
居
の
保
護
者

■
対
象
年
齢
が
拡
大
し
ま
し
た

　

平
成
27
年
度
よ
り
対
象
年
齢
が

１
歳
未
満
か
ら
３
歳
未
満
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
申
請
場
所

　

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
こ
ど
も

福
祉
課
窓
口
（
石
橋
庁
舎
１
階
）

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

市
民
課
窓
口
で
は
発
行
で
き
ま

せ
ん
。

■
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

・ 

初
め
て
利
用
す
る
場
合
、
前
回

の
利
用
か
ら
期
間
が
開
い
た

場
合
、
別
の
保
育
園
を
利
用

す
る
場
合
に
は
、
希
望
す
る

保
育
園
で
事
前
に
面
接
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

・ 

利
用
は
１
回
に
つ
き
最
大
４
時

間
と
な
り
ま
す
。

・ 

当
日
、
お
子
様
に
下
痢
や
発
疹

等
が
あ
り
、
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
場
合
に
は
、
こ
の
事
業

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

利
用
券
の
再
発
行
は
で
き
ま
せ

ん
。

・ 

利
用
施
設
に
よ
り
、
お
や
つ
や

ミ
ル
ク
等
の
料
金
が
別
途
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
各
保
育
園
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

利
用
券
の
発
行
後
に
保
育
園
等

に
入
所
さ
れ
た
場
合
、
入
所

日
以
降
に
つ
い
て
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

育
児
マ
マ
・
パ
パ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用
券
の
ご
案
内

〜
在
宅
で
の
育
児
を
支
援
し
ま
す
！
〜

〇 育児ママ・パパリフレッシュ利用券が利用できる
施設

施 設 名 所 在 地 電話番号

あ お ば 保 育 園 薬師寺1584－6 48－5530

むつみ愛泉こども園 柴769－25 32－6733

第 二 愛 泉 幼 稚 園 柴1403－12 40－1155

わ か ば 保 育 園 下古山3025－1 39－6305

〇出生年月日別の利用券発行枚数
出生年月日 利用券発行枚数

平成27年４月１日以降に出生した乳児 36時間分（３歳未満有効）

平成27年３月31
日以前に出生し
た乳幼児

申請日時点で
１歳以上の幼児

出生年月に応じて９～24時間分（３歳未満
有効）

申請日時点で
１歳未満の乳児

24時間分（３歳未満有効）＋12時間分（１
歳未満有効）の合計36時間分

※ 利用券発行の申請をしていない方は、申請により３歳未満までの利用券を受け取る
ことができます。

住民基本台帳カードの交付終了のお知らせ
　住民基本台帳カード（以下「住基カード」という。）の交付と、住基カードへの電子証明書
（公的個人認証サービス）の発行は、マイナンバー制度導入に伴い平成27年12月で終了となりま
す。平成28年1月からは、住基カードに代わり個人番号カードの交付が開始されます。

◆ お手持ちの住基カード及び電子証明書は、有効期限または失効期日が来るまでお使いいただけ
ます。
◆ 平成27年12月23日から個人番号カードを取得するまでの間は、電子証明書の新規発行・更新
はできませんのでご注意ください。
※ 住基カードでは、基本的に照会書による申請となります。申請日に即日交付ができる条件は限
定されております。詳しくはお問い合わせください。

■問い合わせ先　市民課　☎（４０）５５５７

今後の予定
12月 ９日㈬～10日㈭ 機器メンテナンスのため住基カード及び電子証明書発行一時停止
12月14日㈪ 郵送による住基カード（顔写真なし）申請締切
 照会書による住基カードの申請締切※
12月22日㈫ 電子証明書の発行終了
12月28日㈪ 住基カードの交付終了※
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

○ 

市
内
障
が
い
者
施
設
等
に
よ
る

販
売
会
の
お
知
ら
せ

　

障
が
い
者
週
間
に
合
わ
せ
、
市

内
障
が
い
者
施
設
に
よ
る
授
産
品

の
販
売
を
行
い
ま
す
。
お
い
し
い

手
作
り
パ
ン
や
す
て
き
な
手
工
芸

品
な
ど
各
施
設
で
工
夫
を
凝
ら
し

て
出
店
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し

を
ぜ
ひ
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■ 

日
時　

12
月
３
日
㈭
〜
９
日
㈬

※
閉
庁
日
を
除
く

　

午
前
11
時
30
分
か
ら
午
後
１
時

ま
で

■
場
所　

石
橋
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー

○ 

障
害
者
差
別
解
消
法
を
ご
存
知

で
す
か
？

　

正
式
に
は
「
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
と
い
い
、
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の

法
律
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き

る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
に

は
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と

「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」

が
あ
り
ま
す
。「
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
」
と
は
、
障
が
い
を
理
由

と
し
て
、
正
当
な
理
由
な
く
、
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
・
制
限
・

条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ
う
な
行

為
を
い
い
ま
す
。「
合
理
的
配
慮

を
し
な
い
こ
と
」
と
は
、
障
が
い

者
か
ら
何
ら
か
の
助
け
を
求
め
る

意
思
表
示
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
合
理
的
な
配
慮
を
行
わ
な
い

こ
と
を
い
い
ま
す
。
配
慮
を
行
わ

な
い
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
人

の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
も
差

別
に
あ
た
り
ま
す
。
例
え
ば
、
次

の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆ 

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
声
だ

け
で
話
す
。

◆ 

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
書
類

の
み
渡
し
て
読
み
上
げ
な
い
。

◆   知
的
障
が
い
の
あ
る
人
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
な
い
。

◆ 

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
に
休
暇

等
に
関
し
、
通
院
や
体
調
に
配

慮
し
な
い
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
社
会

全
体
で
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

〇 

難
病
の
方
も
障
が
い
に
関
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
で

す
。

　

障
害
者
総
合
支
援
法
が
平
成
25

年
４
月
に
改
正
さ
れ
、
障
が
い
の

あ
る
手
帳
所
持
者
と
同
様
、
難
病

の
あ
る
人
も
障
が
い
に
関
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
給
付
サ
ー
ビ

ス
・
訓
練
等
給
付
サ
ー
ビ
ス
・
補

装
具
・
日
常
生
活
用
具
給
付
な
ど
）

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
給
付
に
あ
た

っ
て
は
、
個
々
に
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　

　

ま
た
、
平
成
27
年
１
月
難
病
法

の
制
定
に
よ
り
、
難
病
の
対
象
疾

患
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
難
病
の

対
象
と
な
る
人
は
、
栃
木
県
が
発

行
し
た
特
定
医
療
費
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　

　

☎（
52
）１
１
１
２

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
協
定
書

調
印
式
を
開
催
し
ま
し
た

　

高
齢
者
の
安
心
・
安
全
な
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
地
域
で
活
動
し

て
い
る
団
体
、
企
業
、
高
齢
者
と

接
す
る
機
会
を
有
す
る
関
係
者
が

連
携
し
、
地
域
全
体
で
見
守
り
活

動
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
お
い
て
す
で
に
協

定
を
結
ん
で
い
る
24
の
協
力
団
体

に
加
え
、
新
た
に
宇
都
宮
農
業
協

同
組
合
、
小
山
農
業
協
同
組
合
、

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
、

よ
つ
葉
生
活
協
同
組
合
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
平
成
27
年
10
月
22
日
、

協
定
書
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
事
業
者
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
さ
り
げ
な
い
見
守
り
・

声
か
け
に
よ
り
地
域
の
高
齢
者
が

孤
立
し
な
い

よ
う
、
住
み

慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け

る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

12月３日から12月９日は12月３日から12月９日は
「障がい者週間です！」「障がい者週間です！」
～ふれあうこころ　かよいあうこころ　たすけあうこころ～～ふれあうこころ　かよいあうこころ　たすけあうこころ～

とちぎナイスハート推進
マスコットキャラクター

12月３日から12月９日は12月３日から12月９日は
「障がい者週間です！」「障がい者週間です！」
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大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

に
基
づ
く
縦
覧
に
つ
い
て

　

栃
木
県
に
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
、
次

の
と
お
り
あ
り
ま
し
た
。
店
舗
所

在
地
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
、
届

出
の
内
容
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
、
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期

間
内
に
県
へ
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
店
舗
名
称
等

　

た
い
ら
や
自
治
医
大
店
（
緑
四

丁
目
）

■
変
更
内
容

・ 

閉
店
時
間
及
び
来
客
が
駐
車
場

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

時
間
帯

■
縦
覧
期
間

　

平
成
28
年
２
月
５
日
㈮
ま
で

（
土
・
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

■
縦
覧
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜午

後
５
時
15
分

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

　

☎（
48
）２
１
１
２

水
道
管
等
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
水
道
管

の
水
が
凍
っ
て
出
な
く
な
っ
た
り
、

水
道
管
が
破
裂
す
る
事
故
が
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
水
道
管
が
屋
外
に
露
出

し
て
い
た
り
、
風
当
た
り
が
強
く

日
か
げ
に
あ
る
と
こ
ろ
や
北
側
に

あ
る
と
こ
ろ
が
凍
り
や
す
い
場
所

で
す
。

　

露
出
し
て
い
る
水
道
管
な
ど
は
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
寒
い
時
の
対
策

　

露
出
し
て
い
る
水
道
管
は
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
保
温
材
な
ど

で
、
保
温
し
て
お
く
方
法
が
あ
り

ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
保
温

は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
保
温

材
や
布
切
れ
な
ど
を
濡
れ
な
い

よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
袋

に
詰
め
て
、

メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス

の
中
に
入

れ
て
お
く

と
有
効
的

で
す
。

◆
凍
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

　

蛇
口
の
場
合
は
タ
オ
ル
を
あ
て

て
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ

っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱

湯
を
急
に
か
け
た
り
す
る
と
、
ヒ

ビ
割
れ
を

起
こ
し
た

り
破
裂
す

る
場
合
が

あ
り
ま
す

の
で
注
意

し
ま
し
ょ

う
。

　

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓

（
バ
ル
ブ
）
を
閉
め
て
、
破
裂
し

た
と
こ
ろ
に
布
か
テ
ー
プ
を
し
っ

か
り
巻
き
つ
け
て
、
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お

住
ま
い
の

方
は
、
建

物
を
管
理

さ
れ
て
い

る
方
に
ご

連
絡
を
お

願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課

　

☎（
48
）2
1
2
1

プ
レ
ミ
ア
ム
20
共
通
商
品

券
の
使
用
期
限
は
平
成
28

年
２
月
29
日
ま
で

　

９
月
に
発
売
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム

20
共
通
商
品
券
の
使
用
期
限
は
平

成
28
年
２
月
29
日
ま
で
で
す
。

　

使
い
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
留
意

く
だ
さ
い
。
払
い
戻
し
や
、
使
用

期
限
後
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課　

☎（
48
）２
１
１
２

下
野
市
雇
用
奨
励
金
交
付

制
度
に
つ
い
て

　

雇
用
機
会
の
増
大
と
雇
用
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
市
内
に
あ
る

事
業
所
が
対
象
労
働
者
を
常
用
雇

用
し
た
場
合
、
事
業
主
に
奨
励
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
〜
⑸
す
べ
て
に
該
当
す

る
事
業
主

⑴
雇
用
保
険
適
用
の
事
業
主

⑵ 

１
週
間
当
た
り
の
所
定
労
働
時

間
が
、
既
に
雇
用
し
て
い
る
被

雇
用
者
の
１
週
間
当
た
り
の

所
定
労
働
時
間
と
同
程
度
で

あ
る
対
象
労
働
者
を
、
常
用
雇

用
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を

除
く
）
と
し
て
期
間
を
定
め
ず
、

６
か
月
以
上
常
用
雇
用
し
て

い
る
事
業
主

⑶ 

対
象
労
働
者
に
対
す
る
雇
用
保

険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
事
業
主

⑷ 

対
象
労
働
者
の
雇
用
を
開
始
し

た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て

６
か
月
前
の
日
か
ら
１
年
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
解

雇
し
た
労
働
者
が
い
な
い
事

業
主

⑸
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
事
業
主

■
対
象
労
働
者

　

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
60
歳

以
下
で
、
か
つ
、
公
共
職
業
安

定
所
の
紹
介
を
受
け
た
離
職
者

や
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２

級
に
該
当
す
る
方
な
ど
（
た
だ
し
、

事
業
主
の
２
親
等
以
内
の
者
を
除

く
）

■
交
付
対
象
期
間

　

対
象
労
働
者
の
雇
用
を
開
始
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
を
経

過
す
る
日
か
ら
６
か
月
以
内

■
交
付
額

　

１
人
に
つ
き　

20
万
円

※
提
出
書
類
に
つ
い
て

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課　

☎（
48
）２
１
１
２

止水栓
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第
39
回
消
火
競
技
大
会

　

10
月
10
日
、
南
河
内
球
場
に
お

い
て
、
第
39
回
消
火
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
お
い
て
、
南
河
内

Ａ
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
、
国
分

寺
Ａ
チ
ー
ム
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
防
火
意
識
の
高

揚
と
初
期
消
火
技
術
の
向
上
を
目

指
し
て
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
管

内
の
１
市
２
町
（
下
野
市
、
壬
生

町
、
上
三
川
町
）
の
危
険
物
保
安

協
会
員
・
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
が

参
加
し
、
備
え
付
け
の
消
火
器
に

よ
る
消
火
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、

下
野
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら
も

６
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
技
術
の
正

確
さ
と
迅
速
さ
を
競
い
ま
し
た
。 

下
野
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

優
勝　

南
河
内
Ａ
チ
ー
ム
（
指
揮

者
：
大
島
恵
子
さ
ん　

消
火
者
：

大
橋
昌
代
さ
ん
）

準
優
勝　

国
分
寺
Ａ
チ
ー
ム
（
指

揮
者
：
大
浜
裕
美
さ
ん　

消
火
者
：

吉
田
み
こ
ま
さ
ん
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
安
全
安
心
課　

☎（
40
）５
５
５
５

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル　

実
施
中
！

〜
道
の
駅
し
も
つ
け
の
新
鮮
食
材

を
使
っ
て
、
簡
単
！
お
い
し
い
！

調
理
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

道
の
駅
し
も
つ
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

料
理
研
究
家　

臼
居
芳
美　

先

生　

N
H
K
「
き
ょ
う
の
料
理
」

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
現
在

は
料
理
教
室
を
主
宰
。

■
定
員　

１
回
32
名

■
募
集　

そ
の
回
毎
に
募
集

■
受
付
方
法

　

電
話
（
９
：
30
〜
18
：
00
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
（
９
：
30
〜
24
：
00
）

※ 

小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

※ 

当
選
結
果
は「
参
加
の
し
お
り
」

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
参
加
費　

１
，２
０
０
円
程
度

（
当
日
集
金
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

　

☎
0
2
8（
6
3
5
）2
5
7
7

　

 
http://w

w
w
.kanpi-

shim
otsuke.co.jp/open-

school/index.htm
l

確
定
申
告
用
の『
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
』『
お
む

つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費

控
除
証
明
書
』の
お
知
ら
せ

　

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

護
認
定
者
の
う
ち
65
歳
以
上
の
方

で
、
申
請
に
よ
り
障
害
者
に
準
ず

る
者
と
し
て
認
定
を
さ
れ
た
方
に

は「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

が
交
付
さ
れ
、
確
定
申
告
時
に
障

害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

認
定
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

○ 

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
で

65
歳
以
上
の
方

○ 

認
知
症
ま
た
は
身
体
の
障
害
に

よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
来

た
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や

意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
見
ら
れ
、

介
護
を
必
要
と
す
る
方

○ 

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・

戦
傷
病
者
手
帳
・
原
爆
症
認
定

書
を
所
持
し
て
い
な
い
方

　
 

お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費

控
除
証
明
書

　

確
定
申
告
時
に
、
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年

目
以
降
で
要
介
護
（
要
支
援
）
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
医
師

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
に
代
わ
る
「
お
む
つ
に
係
る

費
用
の
医
療
費
控
除
証
明
書
」
の

交
付
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
証
明
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

○ 

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
あ

る
こ
と
。

○ 

市
の
介
護
保
険
被
保
険
者
で
要

介
護
（
要
支
援
）
の
認
定
を
受

け
て
い
る
こ
と
。

○ 

寝
た
き
り
状
態
等
に
あ
る
こ
と
。

○ 

治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。

※ 

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
高

齢
福
祉
課　

介
護
保
険
グ
ル

ー
プ
（
き
ら
ら
館
内
）
へ
お
電

話
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
か
を

確
認
し
ま
す
。

　

な
お
、
交
付
は
郵
送
に
な
り
ま

す
の
で
、
手
続
き
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
５

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

くらしの情報

月日 曜日 時間 テーマ（メニュー） 申込受付日

1/18 月 10：30～
13：00

The JAPAN　美味しい出汁教室
（煮干編）（ブリ大根・せりご飯・味噌汁（煮干）） 12/16

2/5 金 10：30～
13：00

しもつけスイーツ・バレンタイン
（オランジェット・アップルローズパイ）

１/６

※内容は、変更になる場合があります。

スケジュール　
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子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か
？

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

へ
、
申
請
書
を
７
月
上
旬
に
送
付

し
ま
し
た
（
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
よ
り
配
付
さ
れ
ま
す
）。

　

期
限
内
に
申
請
が
な
い
場
合
に

は
、
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

給
付
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
申
請
期
限
が
迫
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
手
当
現
況
届
の
手

続
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
申
請

さ
れ
て
も
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
児
童
手
当
現
況
届
を
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
児
童
手
当

現
況
届
の
提
出
も
忘
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
期
限

　

平
成
28
年
１
月
４
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

第
８
回
定
期
歴
史
講
座

案
内

　

下
野
市
周
辺
の
古
墳
に
つ
い
て

学
ぶ
歴
史
講
座
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
内
容

①
開
催　

１
月
24
日
㈰

②
講
師

　

壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館

　

君
島
利
行　

学
芸
員

③
講
座　

羽
生
田
の
古
墳
群

　
（
富
士
山
古
墳
）
の
調
査　

④
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

　

１
０
０
円

■
受
付
開
始

　

平
成
28
年
１
月
５
日
㈫

■
募
集
人
数

　

40
名
（
定
員
制
）

■
応
募
方
法

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

窓
口
ま
た
は
電
話
（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）５
０
４
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
受
付

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

冬
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

縄
文
時
代
の
技
法
で
あ
る
「
編

布
（
あ
ん
ぎ
ん
）」
で
編
み
物
体

験
を
開
催
し
ま
す
。
素
敵
な
コ
ー

ス
タ
ー
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
め
て
の
方
も
気
軽
に
ご

参
加
で
き
る
体
験
で
す
。

■
内
容

①
開
催　

12
月
19
日
㈯

②
体
験　

コ
ー
ス
タ
ー
作
り

③
時
間

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

■
受
付
開
始

　

12
月
８
日
㈫

■
募
集
人
数　

15
名
（
定
員
制
）

【
対
象
】
小
学
１
年
生
以
上

■
応
募
方
法

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

窓
口
ま
た
は
電
話
（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）５
０
４
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
受

付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

体
験
コ
ー
ナ
ー
開
催
中

　

資
料
館
で
は
、
誰
で
も
簡
単
に

楽
し
め
る
体
験
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　

来
館
記
念
に
素
敵
な
作
品
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　
　

■
内
容

①
平
織
り
体
験

・
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

②
粘
土
体
験

・
勾
玉
づ
く
り

・
円
筒
埴
輪
づ
く
り

※ 

幼
児
の
方
も
簡
単
に
体
験
で
き

ま
す
。

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

　

１
０
０
円
（
材
料
費
）

■
受
付
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
休
館
日
以
外
開
催
中
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）５
０
４
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
受

付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報
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ベ
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職

くらしの情報

下
野
薬
師
寺
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
エ
コ
キ
ャ
ン

ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
作
り

　

空
き
瓶
を
再
利
用
し
て
キ
ャ
ン

ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

■
日
付　

12
月
19
日
（
土
）

■
時
間　

約
１
時
間

・
午
前
の
部　

午
前
10
時
〜

・
午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
〜

■
定
員　

各
回
10
名
ま
で

■
場
所　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

■
対
象　

小
学
校
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴

■
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

■
持
ち
物

　

コ
ー
ヒ
ー
等
の
空
き
瓶
を
１
瓶

（
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
中
身
を
洗

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み
・
受
付

・
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・ 

12
月
１
日
㈫
よ
り
電
話
に
て
受

付
開
始
。
（
先
着
順
）

■
そ
の
他　

塗
料
が
乾
く
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
後
日
持
ち

帰
り
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

　

☎（
47
）３
１
２
１

暮
ら
し
の
便
利
帳
２
０

１
６
を
発
行
し
ま
す

　

市
制
10
周
年
事
業
の
一
環
と
し

て
、
市
役
所
の
手
続
き
や
行
政
情

報
等
の
最
新
情
報
を
掲
載
し
た

「
下
野
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
、

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
社
と
の

官
民
協
働
事
業
に
よ
り
、
発
行
し

ま
す
。

　

配
布
は
平
成
28
年
４
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
５
月
に
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
市
役
所
新
庁
舎
の
情
報

も
掲
載
し
、
よ
り
実
用
性
の
高
い

便
利
帳
が
市
内
全
域
に
配
布
さ
れ

ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
も
閲
覧
可
能
な
電
子
書
籍
版

も
併
せ
て
発
行
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
11
月
か
ら
、
同

社
が
市
内
の
事
業
所
へ
お
伺
い
し
、

冊
子
発
行
の
ご
案
内
と
広
告
掲
載

者
の
募
集
の
ご
説
明
を
行
い
ま
す

の
で
、
冊
子
へ
の
広
告
出
稿
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　

広
告
の
募
集
・
掲
載
に
関
し
て

は
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
へ

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
広
告
の
掲
載
は
、
市
の
広
告
掲

載
基
準
等
に
基
づ
き
事
前
審
査
を

行
い
ま
す
。

■
サ
イ
ズ　

Ａ
４
判

■
体
裁　

１
２
０
ペ
ー
ジ
程
度　

全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー

■
部
数　

２
４
，０
０
０
部
（
市

内
全
世
帯
・
転
入
者
に
配
布
）

平
成
28
年
度
小
山
広
域
保
健

衛
生
組
合
入
札
参
加
者
資
格

審
査
の
追
加
申
請
に
つ
い
て

（
物
品
購
入
等
・
建
設
工
事
・
建

設
関
連
業
務
委
託
）

■
受
付
期
間

　

12
月
７
日
㈪
〜
25
日
㈮

■
提
出
方
法

　

郵
送
（
郵
便
書
留
）

※ 

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
管
内

市
町
に
本
店
ま
た
は
支
店
及

び
営
業
所
を
有
す
る
方
は
、
持

参
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。

■
申
請
書
類
及
び
申
請
要
綱
の
入

手
方
法

　

申
請
書
は
、
小
山
広
域
保
健
衛

生
組
合
総
務
課
窓
口
（
無
料
）
ま

た
は
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

http://
w
w
w
.city.oyam

a.tochigi.jp/
kouiki

）
に
て
入
手
で
き
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　

総
務
課
管
理
係

　

☎（
22
）３
２
２
８

年
末
年
始
の
火
災
予
防

に
つ
い
て

　

こ
の
時
季
に
な
る
と
空
気
が
乾

燥
し
、
暖
房
器
具
や
火
気
を
使
用

す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

火
災
の
発
生
が
増
加
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
休
日
が
多
く
、
外
出

な
ど
で
家
を
空
け
た
り
、
事
業
所
も

無
人
に
な
り
が
ち
で
す
。
か
け
が
え

の
な
い
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

も
、
お
出
か
け
前
や
お
休
み
前
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
火
の
元
に
は
十
分

注
意
し
、
火
災
の
な
い
年
末
年
始
を

す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

● 

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

●
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

● 

電
気
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を

時
々
掃
除
す
る
。

● 

暖
房
器
具
は
点
検
を
し
て
か
ら

使
用
す
る
。

● 

ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
な
い
。

● 

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干

さ
な
い
。

● 

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
消
し
て

か
ら
給
油
す
る
。

●
野
焼
き
な
ど
は
避
け
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

栃
木
税
務
署
か
ら
の
お
知

ら
せ
【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
つ
い
て
の
ご
案
内
】

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
社
会
保

障
・
税
・
災
害
対
策
に
限
定
し
て
、

行
政
手
続
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

使
用
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
ご
自
分

や
扶
養
家
族
の
個
人
番
号
を
確
認

し
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
個
人
番
号
は
、
法
律
で
厳

格
に
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
税
務
職
員
が
電
話
で
個
人
番

号
を
聞
き
取
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　

☎
0
5
7
0（
20
）0
1
7
8

・ 

通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
に
つ
い
て

　

☎
0
5
7
0（
7
8
3
）5
7
8

・
国
税
分
野
に
つ
い
て

　

☎
0
2
8
2（
22
）0
8
8
5

　
（
栃
木
税
務
署　

代
表
電
話
）
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台
風
18
号
の
影
響
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
皆
様
へ

　

災
害
に
よ
り
、
国
税
に
つ
い
て

の
申
告
、
申
請
、
請
求
、
納
税
な

ど
を
期
限
ま
で
に
で
き
な
い
と
き

は
、
所
轄
税
務
署
長
へ
の
申
請
に

よ
り
、
期
限
の
延
長
や
納
税
の
猶

予
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

① 

申
告
、
納
付
な
ど
の
期
限
延
長

（
国
税
通
則
法
第
11
条
）

② 

納
税
の
猶
予
（
国
税
通
則
法
第

46
条
）

③ 

予
定
納
税
の
減
額
（
災
害
減

免
法
ま
た
は
所
得
税
法
第

１
１
１
条
）

④ 

所
得
税
の
軽
減
免
除
等
（
災
害

減
免
法
又
は
所
得
税
法
第
72

条
等
）

⑤ 

相
続
税
・
贈
与
税
の
軽
減
・
免

除
（
災
害
減
免
法
）

⑥ 

源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
ま
た

は
還
付
（
災
害
減
免
法
）

⑦ 

災
害
等
に
よ
る
消
費
税
簡
易
課
税

制
度
（
不
適
用
）
届
出
に
係
る
特

例
（
消
費
税
法
第
37
条
の
２
）

⑧ 

納
税
証
明
書
の
無
料
発
行
（
国

税
通
則
法
施
行
令
第
42
条
第

４
項
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

栃
木
税
務
署

　

☎
０
２
８
２（
22
）０
８
８
５

　

 
http://w

w
w
.nta.go.jp/

kantoshinetsu/

募　

集

か
ん
た
ん
ス
テ
ッ
プ

50
募
集

　

音
楽
に
乗
り
な
が
ら
、
ス
テ
ッ

プ
台
を
使
用
し
て
昇
降
運
動
の
基

本
的
な
動
き
を
マ
ス
タ
ー
し
、
膝

や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に
、健
康
・

体
力
増
進
の
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
で
す
。

■
指
導
者　

馬
場　

純
子

■
所
要
時
間　

50
分

■
開
催
日
時　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
６
時
40
分
〜
７
時
30
分

　

12
月
３
日
･
10
・
17
・
24
日

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
館

■
対
象　

高
校
生
以
上

■
レ
ベ
ル　

初
心
者
向
け

■
料
金　

７
０
０
円

※ 

当
日
、
ふ
れ
あ
い
館
内
１
Ｆ
受

付
、
券
売
機
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。
レ
ッ
ス
ン
の
後
に
、
プ

ラ
ス
１
０
０
円
で
、
お
風
呂
が

ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

■
準
備
品　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・

補
給
水
・
タ
オ
ル
・（
ス
テ
ッ
プ

台
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
お
持
ち

く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
６

宇
都
宮
共
同
髙
等
産
業
技

術
学
校
（
職
業
訓
練
校
）

平
成
28
年
度
生
徒
募
集

■
対
象

　

各
学
科
に
関
連
す
る
事
業
所
等

に
就
職
し
て
い
る
方
で
、
雇
用
保

険
又
は
建
設
業
の
一
人
親
方
等
の

労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
大

歓
迎
（
加
入
予
定
者
も
含
む
）。

　

再
就
職
の
準
備
中
の
方
、
フ
リ

ー
タ
ー
の
方
も
入
校
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
他
入
校
希
望
者

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
予
定
人
員
及
び
訓
練
期
間

木
造
建
築
科　
　
　

10
人　

３
年

建
築
設
計
科　
　
　

10
人　

２
年

広
告
美
術
科　
　
　

10
人　

２
年

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
科　

20
人　

２
年

■
募
集
期
間

　

平
成
28
年
3
月
19
日
㈯

■
受
付
時
間

　

火
曜
日
〜
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校

宇
都
宮
市
中
戸
祭
町
８
４
８

　

☎
・

0
2
8（
6
2
2
）1
2
7
1

　

 
http://business4.plala.or.jp/

usangiko/

第
３
回
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

　

ご
自
慢
の
音
楽
を
奏
で
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
日
時

　

平
成
28
年
２
月
７
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分

　

〜
午
後
１
時
30
分　

予
定

■
場
所

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

■
条
件

　

年
齢
、
レ
ベ
ル
、
楽
器
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
マ
イ
ク
・
ア
ン
プ
類

の
使
用
は
不
可
で
す
。

■
持
ち
時
間

　

１
組
５
分
程
度

■
参
加
費

　

１
人
１
，０
０
０
円

■
申
込
締
切

　

平
成
28
年
１
月
10
日
ま
で

■
主
催

　

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ　

Ｍ
ａ
ｋ
ｅ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

代
表　

阿
久
津

　

☎
０
９
０（
４
２
１
７
）０
２
０
４

　

 
chikuw

an1122@
docom

o.
ne.jp

精
神
障
害
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

統
合
失
調
症
に
つ
い
て
、
正
し

い
知
識
・
新
し
い
情
報
・
対
応
方

法
な
ど
を
学
び
あ
い
な
が
ら
、
こ

こ
ろ
の
病
を
も
つ
方
を
深
く
理
解

し
、
障
が
い
を
も
つ
人
も
、
も
た

な
い
人
も
自
分
ら
し
く
豊
か
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
内
容

　

当
事
者
に
よ
る
体
験
発
表

■
日
程

　

平
成
28
年
１
月
７
日
㈭

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場

　

栃
木
県
庁
小
山
庁
舎 

４
階
大

会
議
室
（
小
山
市
犬
塚
３

－

１

－

１
）

■
対
象

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

■
定
員

　

定
員
を
設
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
※
要
予
約
）

■
申
込
締
切

　

12
月
25
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
合
せ
先　

　

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
健
康
支
援
課

　

☎（
22
）６
１
９
２
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小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
「
一

般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理
基
本
計

画（
素
案
）」
に
つ
い
て
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
に
て

「
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基

本
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
閲
覧
場
所　

小
山
広
域
保
健
衛

生
組
合
総
務
課
、
小
山
市
環
境
課
、

下
野
市
環
境
課
、
野
木
町
生
活
環

境
課
、
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
公
開
期
間　

12
月
７
日
㈪
〜
平

成
28
年
１
月
11
日
㈪

■
募
集
期
間　

12
月
11
日
㈮
〜
平

成
28
年
１
月
11
日
㈪

■
提
出
方
法　

小
山
広
域
保
健
衛

生
組
合
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
実
施
要
綱
に
よ
り
、
書
面
に
よ

り
直
接
提
出
し
て
い
た
だ
く
か
、

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
任
意

で
す
が
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

十
分
に
検
討
し
、
こ
れ
に
関
す
る

組
合
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。

　

個
々
の
ご
意
見
に
は
直
接
回
答

は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
ご
み

処
理
施
設
整
備
課

　

小
山
市
大
字
塩
沢
６
０
４

　

☎（
22
）８
１
８
２

　

（
22
）３
２
２
９

　

 
d-kouiki@

city.oyam
a.

tochigi.jp

汚
泥
発
酵
肥
料「
す
く
す
く
君
」

の
新
価
格
設
定
の
お
知
ら
せ

　

小
山
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
（
し
尿
処
理
施
設
）
で
生
産
さ

れ
る
汚
泥
発
酵
肥
料
「
す
く
す
く

君
」
に
つ
い
て
、
よ
り
広
く
皆
様

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

製
造
元
の
ア
ク
ア
ペ
ッ
ク
ス
お
や

ま
㈱
に
て
標
準
販
売
価
格
を
見
直

し
、
平
成
27
年
11
月
１
日
よ
り
税

込
２
５
０
円
（
15
㎏
／
１
袋
）
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

販
売
店
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

 
h
ttp
://w

w
w
.city

.
o
y
a
m
a
.to
c
h
ig
i.jp

/
kouiki/kurinnsennta/
sukusukukun.htm

l

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務

課　

☎（
22
）３
２
２
８

『
脳
力
ア
ッ
プ
』

教
室
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
！

　

下
野
市
で
は
、
認
知
症
予
防
を

目
的
と
し
て
、『
脳
力
ア
ッ
プ
教

室
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
身
体
と
脳
を
連

動
さ
せ
た
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
身
体
と
脳

の
双
方
を
刺
激
し
、
認
知
症
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

身
体
の
運
動
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
脳
の
運
動
も
し
て
介
護
予
防

に
取
り
組
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

65
歳
以
上
の
市
民

※ 

た
だ
し
、
要
介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方
に
限

り
ま
す
。

■
参
加
料　

２
０
０
円
／
回

※ 

各
会
場
と
も
計
４
回
開
催
の
た

め
、
合
計
８
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

■
会
場
及
び
日
時

　

こ
の
教
室
は
合
計
４
回
の
コ
ー

ス
と
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
会
場

か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

『
き
ら
ら
館
検
診
室
』

①
１
月
25
日
㈪

②
２
月
８
日
㈪

③
２
月
22
日
㈪

④
３
月
７
日
㈪

※ 

い
ず
れ
の
日
程
も
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
開
催

『
国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル
』

①
１
月
14
日
㈭

②
１
月
28
日
㈭

③
２
月
25
日
㈭

④
３
月
10
日
㈭

※ 

い
ず
れ
の
日
程
も
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
開
催

『
南
河
内
公
民
館
大
ホ
ー
ル
』

①
１
月
14
日
㈭

②
１
月
28
日
㈭

③
２
月
25
日
㈭

④
３
月
10
日
㈭

※ 

い
ず
れ
の
日
程
も
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
開
催

■
定
員

　

各
会
場
と
も
定
員
30
名

■
申
込
み
期
間

　

12
月
７
日
㈪
〜
21
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

電
話
か
、
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン

　

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。

　

が
ん
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
10
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院 

本

館
地
下
１
階
ス
タ
ッ
フ
ラ
ウ
ン
ジ

■
内
容

・ 

ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
気
持
ち

に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

・
自
由
な
語
り
合
い

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
せ
先　

自
治
医
科
大
学

附
属
病
院
が
ん
相
談
支
援
室

　

☎（
58
）７
１
０
７

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

5
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

道
の
駅
し
も
つ
け
」農
産
物

直
売
部
出
荷
者
協
議
会
員
の

募
集
に
つ
い
て

　
「
道
の
駅
し
も
つ
け
」
で
は
、

安
全
・
安
心
な
下
野
市
産
の
農
産

物
を
出
荷
し
て
く
れ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
在
住
の
方
で
、「
安
全
・

安
心
・
新
鮮
」
な
市
内
産
の
農

作
物
を
出
荷
で
き
る
方
（
果
樹

類
大
歓
迎
）

② 

農
産
物
の
生
産
に
つ
い
て
、
農

薬
取
締
法
等
の
関
係
法
令
を

順
守
す
る
と
と
も
に
、
栽
培
履

歴
が
確
認
で
き
る
方

③ （
株
）道
の
駅
し
も
つ
け
と
受
委

託
契
約
を
結
ん
で
い
た
だ
け

る
方

④ 

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
一
年
を
通
し
て
安

定
し
た
種
別
・
数
量
・
品
質
で

供
給
で
き
る
よ
う
な
生
産
・
販

売
計
画
に
協
力
で
き
る
方
以

上
４
点
、
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
を
応
募
の
条
件
と
し
、
役
員

会
に
て
出
荷
者
を
決
定
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
文
書
に
て
通
知

し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

道
の
駅
し
も
つ
け
事
務
局
に
て

応
募
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、記
入
の
う
え
、提
出
願
い
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

平
成
28
年
１
月
７
日
㈭〜

31
日
㈰

※ 

申
込
期
限
を
超
え
た
受
付
や
郵

送
に
よ
る
申
し
込
み
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

道
の
駅
し
も
つ
け

　

☎（
38
）６
６
３
１

相　

談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時

　

12
月
24
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名

　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　
生
田
目
安
夫　

☎（
52
）2
3
5
0

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

　

12
月
9
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

小
杉
孝
一　

☎（
21
）６
３
１
２

就　

職

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

保
育
士
：
時
給　

１
，０
５
０
円

保
健
師
：
自
給　

１
，１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

① 

フ
ル
タ
イ
ム
：７
時
間
45
分（
休

憩
時
間
60
分
）

②
時
短
勤
務
：
４
時
間

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

栃
木
税
務
署

非
常
勤
職
員
の
募
集

■
勤
務
内
容

　

確
定
申
告
会
場
で
の
パ
ソ
コ
ン

操
作
補
助

　

デ
ー
タ
入
力
、
書
類
整
理
、
郵

便
仕
分
等

■
勤
務
予
定
地

・
栃
木
商
工
会
議
所

・
栃
木
税
務
署

■
勤
務
期
間

　

２
月
上
旬
〜
３
月
下
旬
頃

■
時
給　

８
３
０
円

■
募
集
人
数　

50
名
前
後

■
勤
務
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
内
の
、

５
・５
時
間
ま
た
は
７
時
間

■
必
要
な
経
験
等

　

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
住
所
、

氏
名
が
入
力
で
き
る
程
度
で
可
）

■
応
募
方
法
等

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
栃
木
税
務
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

 　

https://w
w
w
.nta.go.jp

　

栃
木
税
務
署

　

☎
０
２
８
２（
22
）１
０
０
８
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ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト・教

育
相
談
員（
非
常
勤
職
員
）募
集

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

昭
和
30
年
4
月
2
日
以
降
の
生

ま
れ
で
、
小
中
学
校
教
育
に
理
解

の
あ
る
方
。

　

学
級
支
援
指
導
助
手
は
、
小
学

校
教
員
免
許
が
必
要
（
取
得
見
込

み
も
可
）

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
学
校
教
育
課（
石
橋
庁
舎
２
階
）

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
有
資
格

者
は
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し
添
付
）

■
受
付
期
間

　

12
月
１
日
㈫
〜
28
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
選
考
方
法

　

一
次
審
査
を
書
類
選
考
と
し
、

二
次
審
査
の
面
接
試
験
を
２
月
上

旬
に
行
い
ま
す
。

■
選
考
結
果
発
表

　

2
月
下
旬
に
選
考
結
果
を
郵
送

し
ま
す
。

■
採
用
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
29

年
３
月
31
日

※ 

勤
務
状
況
に
よ
り
再
任
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
学
校
生
活
支

援
員
は
４
年
を
上
限
と
し
、
当

該
年
度
に
65
歳
到
達
の
方
は

再
任
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎（
52
）1
1
1
8

家
庭
生
活
支
援
員
要
請
研

修
受
講
者
募
集

　

栃
木
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連

合
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
日

常
生
活
支
援
事
業
の
円
滑
な
推
進

を
図
る
た
め
、
家
庭
生
活
支
援
員

養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

■
受
講
資
格

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支

援
事
業
の
家
庭
生
活
支
援
員
と
し

て
登
録
し
、
子
育
て
支
援
に
従
事

で
き
る
方

　

５
日
間
の
講
習
（
実
習
含
む
）

を
す
べ
て
受
講
で
き
る
方
（
土
・

日
コ
ー
ス
実
施
の
場
合
、振
替
可
）

■
研
修
日

・
土
曜
日
コ
ー
ス

　

平
成
28
年
１
月
16
日
〜
２
月
13

日
（
１
月
23
日
を
除
く
）

・
日
曜
日
コ
ー
ス

　

平
成
28
年
１
月
17
日
〜
２
月
７

日※ 

各
コ
ー
ス
と
も
１
月
下
旬
〜
２

月
上
旬
頃
の
平
日
に
保
育
所

見
学
実
習
有
（
約
３
時
間
）

■
研
修
場
所

　

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
（
宇
都
宮
市
野
沢
町
４

－

１
）

※
実
習
は
居
住
地
区
の
保
育
施
設

■
受
講
料　

無
料

■
託
児　

無
料
（
予
約
制
・
平
日

の
実
習
時
は
別
途
相
談
）

■
応
募
締
切

　

12
月
９
日
㈬

■
そ
の
他

　

参
加
申
込
状
況
に
よ
り
「
土
曜

日
コ
ー
ス
」
ま
た
は
「
日
曜
日
コ

ー
ス
」
の
１
コ
ー
ス
の
み
の
開
催

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
連
合
会

　

栃
木
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

宇
都
宮
市
野
沢
町
４
‐
１
パ
ル

テ
ィ
内

　

☎
０
２
８（
６
６
５
）７
８
０
１
・

７
８
０
６

　

 

０
２
８（
６
６
５
）７
８
０
２

　

 
http://w

w
w
.tochiboren.

jp/

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

職種と職務内容等 報酬額等
学級支援指導助手
小学校の複式学級において
学習指導等教育活動全般を
行う。
※ 小学校教員免許が必要

日額12,000円
※ 交通費等の諸手当なし
年間200日勤務
（夏季等長期休業期間は除
く）
休暇7日間、他夏季休暇
社会保険適用

学校生活支援員
（介助）
支援を必要とする児童生徒
の介助や学校安全管理の補
助を行う。

日額8,000円
※ 交通費等の諸手当なし
年間190日勤務
（夏季等長期休業期間は除
く）
休暇7日間、他夏季休暇
社会保険適用

学校生活支援員
（図書）
学校図書室の運営及び管理
の補助。

日額8,000円
※交通費等の諸手当なし
年間60日勤務
（夏季等長期休業期間は除
く）
休暇1日間
社会保険適用なし

教育相談員
学校で生じる問題の解決に
向けた相談を行う。

日額9,000円
※交通費等の諸手当なし
年間168日勤務
休暇5日間
社会保険適用なし
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｢夜間休日急患診療所｣及び
｢休日急患歯科診療所｣
新築移転のお知らせ

　現在、新小山市民病院内1階で開設している｢夜間休日急患センター｣と、小山市保健
福祉センター１階で開設している｢休日急患歯科診療所｣は、新小山市民病院移転に伴
い、小山市神鳥谷の｢小山市健康医療介護総合支援センター｣内に移転します。
　今回の移転に伴い｢夜間休日急患センター｣の名称が｢夜間休日急患診療所｣へ変更と
なり、両診療所とも開所日から電話番号が変更となりますのでご了承ください。

◆移転先住所　　〒323-0827　小山市神鳥谷2251-7
◆新名称及び開所日
　①夜間休日急患診療所 ☎0285-39-8880
　12月25日㈮　診療開始　午後７時～
　②休日急患歯科診療所 ☎0285-39-8881
　12月27日㈰　診療開始　午前10時～
◆問い合わせ先　小山広域保健衛生組合総務課　☎0285-21-3330

神鳥谷（東） 小山（東） 県南４丁目

東城南５丁目

自動車
販売店

電気
量販店

ガソリン
スタンド

ハンバーガー店

スポーツ
用品店ラーメン

店

コンビニエンス
ストア

小山市
消防署

国道50号線

東
北
新
幹
線

国
道
４
号
線

↓
至
間
々
田

↑
至
小
金
井

原之内
公園

ゴルフ場

進入禁止

新小山市民病院

夜間休日急患診療所
休日急患歯科診療所

健康医療介護
総合支援センター

駐車場
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用

手
続
き
な
ど
の
た
め
に
、
国
や
自

治
体
の
職
員
が
、
家
族
構
成
や
口

座
情
報
、
資
産
・
年
金
・
保
険
の

状
況
等
に
つ
い
て
、
電
話
で
聞
き

取
り
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、

ま
た
、
来
訪
の
申
し
出
が
あ
っ
て

も
断
っ
て
く
だ
さ
い
。
万
が
一
金
銭

を
要
求
さ
れ
て
も
、
決
し
て
支
払

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
審
に
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
専

用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

☎
０
１
２
０（
95
）０
１
７
８

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※ 
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

「
ジ
ェ
ン
ハ
ラ
」
と
は
？

「
ジ
ェ
ン
ハ
ラ
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

「
セ
ク
ハ
ラ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
）」
等
、
似
た
言
葉

を
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
「
男
の
な
ん
だ
か

ら
し
っ
か
り
し
ろ
」「
女
の
癖
に

生
意
気
だ
」
な
ど
と
言
わ
れ
て

不
快
な
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
が
ジ
ェン

ハラ
に
あ
た
り
ま
す
。

ジェンハ
ラ
は
ジェン
ダ
ー
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
略
で
、
社
会
的
・
文

化
的
に
形
成
さ
れ
た
性
に
関
す

る
嫌
が
ら
せ
の
こ
と
で
す
。
簡

単
に
言
う
と
、
男
ら
し
さ
女
ら

し
さ
の
押
し
付
け
の
こ
と
で
す
。

性
に
関
す
る
「
ら
し
さ
」
は
、

慣
習
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
た
部
分
も
あ
る
た
め
、
誰
も

が
無
意
識
の
う
ち
に
「
ジ
ェン
ハ

ラ
」
の
加
害
者
に
な
って
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ジ
ェン
ハ
ラ
を
な
く
す
た
め
に

職
場
や
家
庭
、
地
域
で
一
人
ひ

と
り
が
ジ
ェン
ハ
ラ
の
存
在
に
気

づ
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

下
野
市
内
か
ら
は
、
都
と
地

方
を
緊
密
に
結
び
つ
け
る
た
め

の
古
代
の
道
路
で
あ
る
「
東と

う
さ
ん山

道ど
う
あ
と跡
」
と
考
え
ら
れ
る
遺
跡
が

発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。奈

良
時
代
に
は
、
平
城
京
を

中
心
に
地
方
を
結
ぶ
た
め
、
東

海
道
・
東
山
道
・
北
陸
道
な
ど

の
七
つ
の
道
路
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
道
路
は
諸
国
の

当
時
の
県
庁
で
あ
る
国
府
を
結

び
、
お
も
に
公
用
を
帯
び
た
役

人
た
ち
が
利
用
し
ま
し
た
が
、

有
事
の
際
は
、
軍
隊
が
大
挙
し

て
移
動
で
き
る
よ
う
に
道
幅
を

広
く
し
、
直
線
的
な
道
路
で
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
当
時
の
決

ま
り
に
よ
る
と
重
要
度
に
よ
り
、

大
路
・
中
路
・
小
路
に
わ
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

大
路
は
、
外
交
・
対
外
関
係

や
外
敵
に
備
え
る
た
め
、
大
宰

府
と
都
を
結
ぶ
山
陽
道
で
、
東

山
道
は
蝦え

み

し夷
の
征
討
と
東
北
地

方
の
開
拓
等
中
央
政
府
の
重
要

施
策
を
担
っ
て
い
た
の
で
、
そ

れ
に
次
ぐ
中
路
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

栃
木
県
内
で
発
見
さ
れ
て

い
る
東
山
道
跡
は
約
20
か
所
あ

り
ま
す
が
、
下
野
市
内
で
発
見

さ
れ
整
備
さ
れ
て
い
る
「
久
保

公
園
」、
推
定
東
山
道
跡
が
栃

木
県
の
一
番
南
側
で
確
認
さ
れ

た
遺
跡
に
な
り
ま
す
。

久
保
公
園
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の

昔
人
の
息
吹
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
。

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
む
」で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
便
乗
し
た
不
審
な

電
話
に
ご
用
心
！

　　　　　　　　　

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 51ページ
グリムの森イルミネーション▶

まちがいさがし

わかるかな？

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

安
全
安
心
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
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くらしの情報

小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤

6 7 8 9 10 11 12
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
13 14 15 16 17 18 19
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
20 21 22 23 24 25 26
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
27 28 29 30 31
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134 ※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

8日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

15日㈫ 旧やすらぎ荘（小金井1189）
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
16日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
12月8・15日、1月5・12日

（いずれも火曜日）
児童母子相談 12月22日㈫

会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
12月14･21日､ 1月4日

（いずれも月曜日）
児童母子相談 12月28日㈪
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
12月11・18日、1月8日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　12月25日㈮
法律相談　12月10日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

12
月
天平公園 市勤労者協議会

花広場 陶芸クラブ

1
月
天平公園 柴北クラブ

花広場 図書館友の会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期限　12月25日㈮
市県民税 第４期
国民健康保険税 第６期
介護保険料 第６期
後期高齢者医療保険料 第６期
■納期限　１月４日㈪
国民年金保険料 11月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 13日㈯クリスマス会
場所 南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
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ッ
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市
内
小
中
学
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か
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「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

12
December

きらら館は
トレーニング室

12月25日
から移転
します。
詳細は48
ページ。
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自治基本条例　LESSON6

新・下野市風土記

徴収強化月間

図書館 Library Information

読書人

Let’s SPORTS

しもサタ通信

国民年金だより

くらしの情報（イベントカレンダー）

国際交流員マシアスのコラム

今月
の
表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
月　

②
馬
に
乗
っ
た
人　

③
塔

今月の何の日

12
月
16
日

電
話
創
業
の
日

１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
の
こ
の
日
、
東

京
―
横
浜
間
で
日
本
初
と
な
る
一
般
向
け
電

話
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
技
術
者
グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル
が

電
話
機
を
発
明
し
た
の
は
１
８
７
６
年
の
こ

と
で
し
た
が
、
す
で
に
そ
の
翌
年
に
日
本
は

世
界
に
先
駆
け
て
電
話
機
を
輸
入
し
、
わ
ず

か
十
数
年
で
実
用
化
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
電
話
は
、
交
換
手

に
よ
る
手
動
で
の
電
話
交
換
が
必
要
で
、
開

業
当
時
は
女
子
９
名
と
夜
勤
要
員
の
男
子
２

名
の
交
換
手
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
当
初
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
加
入
者
数

は
東
京
１
５
５
回
線
・
横
浜
42
回
線
で
、
加

入
者
は
官
公
庁
や
大
企
業
、
個
人
で
は
大
臣

ク
ラ
ス
の
役
人
や
実
業
家
な
ど
、
ご
く
一
部

の
人
た
ち
で
し
た
。
１
円
で
米
が
15
㎏
買
え

た
時
代
に
、
電
話
料
金
は
年
額
40
円
と
い
う

高
額
な
も
の
で
、
一
般
家
庭
に
ま
で
電
話
が

普
及
す
る
の
は
戦
後
の
話
と
な
り
ま
す
。
当

時
の
電
話
帳
と
も
い
え
る
「
東
京
横
浜
加
入

者
人
名
表
」
に
は
、
渋
沢
栄
一
、
岩
崎
弥
太

郎
、
大
隈
重
信
、
後
藤
象
二
郎
、
前
島
密
と

い
っ
た
日
本
近
代
化
の
立
役
者
た
ち
が
名
を

連
ね
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
普
及
し
、
一
家
に
一
台
ど
こ
ろ
か
一
人
一

台
電
話
を
持
つ
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

の
人
た
ち
が
、
今
の
私
た
ち
の
電
話
機
を
見

た
ら
ど
ん
な
顔
を
す
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

昨年までは、天平の丘公園ときらら館の２会場で実施
していた菊まつりが、今年から、第１回下野市菊花展と
して新たに天平の丘公園で始まりました。この日は、天
平の芋煮会が同会場で開催され、大鍋で煮る 3,000 食の
かんぴょう入り芋煮は完売となりました。
市制 10 周年を祝う菊文字がステージに花を添えまし
た。



■人口と世帯（11月１日現在）
　　人口／60,189人（-22）、男性／29,946人（-12）、女性／30,243人（-10）、世帯数／22,898世帯（+7）

今
年
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
寒
さ
も

厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
と

日
本
で
は
冬
の
過
ご
し
方
で
異
な
る
点

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
ド
イ

ツ
人
は
ホ
ッ
カ
イ
ロ
を
あ
ま
り
使
い
ま

せ
ん
。
私
も
日
本
に
来
て
初
め
て
ホ
ッ

カ
イ
ロ
を
使
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
イ

ツ
の
家
は
断
熱
材
や
複
層
ガ
ラ
ス
を
使

用
し
て
い
る
の
で
、
冬
で
も
夏
で
も
室

内
の
気
温
に
あ
ま
り
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
冬
で
も
掛

布
団
１
枚
で
寝
る
人
が
多
い
で
す
。

こ
の
他
に
も
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
建

物
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
ド
イ
ツ
の
家
に
は
必
ず
地
下
室

が
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
地
下
室
で
は

洗
濯
し
た
り
食
べ
物
を
保
管
し
、
時
に

は
日
曜
大
工
を
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
こ
う
し
て
ド
イ
ツ
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
の
こ
と
を
少
し

懐
か
し
く
感
じ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
特
に
冬
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時

に
私
の
故
郷
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン

の
こ
と
を
よ
く
思
い
出
し
ま
す
。
し
か
し
、

今
で
は
下
野
市
も
私
の
第
２
の
ホ
ー
ム

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
下
野

市
の
み
な
さ
ん
に
、
あ
る
ケ
ル
ン
の
伝

説
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実

は
そ
の
伝
説
で
は
地
下
室
が
重
要
な
役

割
を
し
て
い
る
の
で
す
。

Heizelm
ännchen （

ハ
イ
ン
ツ
ェ
ル
メ

ン
チ
ェ
ン
／
小
人
）

18
世
紀
、
ケ
ル
ン
に
は
〝Heizelm

änn 
chen

〞
と
い
う
小
人
達
が
い
ま
し
た
。

そ
の
小
人
達
は
優
し
い
性
格
で
、
夜
中

ケ
ル
ン
の
人
々
の
家
に
こ
っ
そ
り
や
っ

て
き
て
、
人
間
が
日
中
終
わ
ら
な
か
っ

た
仕
事
を
代
わ
り
に
最
後
ま
で
や
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
毎
晩
誰
に
も
気
づ
か
れ

な
い
よ
う
に
や
っ
て
来
て
、
仕
事
が
終

わ
っ
た
ら
帰
っ
て
い
く
の
で
す
。
ケ
ル

ン
の
人
々
は
そ
ん
な
小
人
達
の
行
い
に
、

毎
晩
感
謝
を
し
な
が
ら
眠
り
に
つ
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
あ
る
仕
立
て
屋
の
奥
さ
ん

は
好
奇
心
旺
盛
な
人
だ
っ
た
た
め
、
そ

の
小
人
達
を
一
目
見
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
あ
る
日
、
そ
の
奥
さ
ん
は
地

下
室
へ
下
り
る
階
段
の
上
に
、
小
さ
な

豆
を
い
く
つ
か
置
い
て
お
き
ま
し
た
。

そ
し
て
夜
に
な
り
、
小
人
達
が
来
て
階

段
を
下
り
る
時
、
み
ん
な
小
さ
な
豆
の

せ
い
で
転
ん
で
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
見
て
い
た
奥
さ
ん
は
思
わ

ず
小
人
達
を
笑
っ
て
し
ま
い
、
悲
し
く

な
っ
た
小
人
達
は
す
ぐ
に
帰
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
翌
朝
ケ
ル
ン
の
人
々
が
起

き
る
と
、
い
つ
も
と
違
い
昨
日
の
仕
事

が
残
っ
た
ま
ま
で
し
た
。
小
人
た
ち
は

ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
、
そ
の
次
の
日
も
仕
事
は
残
っ
た

ま
ま
で
、
ケ
ル
ン
の
人
々
は
自
分
の
仕

事
を
最
後
ま
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
伝
説
は
と
て
も
有
名
で
、
ケ

ル
ン
の
人
な
ら
み
ん
な
知
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
伝
説
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
ケ
ル
ン
の
有
名
な
大
聖
堂
の
隣

に
〝H

einzelm
ännchen-Brunnen zu 

Köln

〞
と
い
う
、
小
人
達
の
絵
が
彫
ら

れ
た
噴
水
を
作
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
こ
の
伝
説
を
読
ん
で
ど

う
思
い
ま
し
た
か
？
み
な
さ
ん
の
意
見

を
メ
ー
ル
や
下
野
市
国
際
交
流
協
会
の

Facebook

で
教
え
て
く
だ
さ
い
。
楽
し

み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

第
13
回
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

在
住
外
国
人
向
け
日
本
語
教
室
の

ご
案
内

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
日
本

に
住
ん
で
い
る
外
国
人
を
対
象
と
し
た

日
本
語
教
室
を
開
い
て
お
り
、
日
本
語

講
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
マ
ン

ト
ゥ
ー
マ
ン
で
外
国
人
の
方
に
日
本
語

を
教
え
て
い
ま
す
。
教
え
る
日
本
語
は
、

平
仮
名
か
ら
日
常
会
話
、
日
本
語
検
定

試
験
に
向
け
た
も
の
な
ど
、
外
国
人
の

方
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
ま
す
。
皆
さ
ま

の
周
り
で
日
本
語
を
学
び
た
い
と
考
え

て
い
る
外
国
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
日
本
語
教
室
を
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

■
日
時
・
場
所

○ 

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

土
曜
日

・
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

・
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

日
曜
日

・
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
石
橋
公
民
館

土
曜
日

・
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

日
曜
日

・ 

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

※
石
橋
公
民
館
は
第
３
日
曜
日
休
講

■
受
講
条
件

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
受

講
者
に
は
、
下
野
市
国
際
交
流
協
会
の

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
年
会

費
１
，０
０
０
円
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
下
野
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

　

ド
イ
ツ
の
こ
び
と［

 広
報
し
も
つ
け
 ]

 
■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
策
課
 

■
U
RL:http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp

平
成
27年

12月
号
 ■
〒
329-0492 栃

木
県
下
野
市
小
金
井
1127番

地
　
■
TEL:0285-40-5550

／
FAX:0285-40-5572 

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（40）5550情報広報グループまで
ご連絡ください。

携帯電話
市ホームページ

PC・スマホ
市ホームページ

TAKE FREE

国際交流


